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町
長
行
政
報
告 

／ 

議
会
活
動
日
誌
 

第104号　湯沢町議会だより 

町
長
行
政
報
告
 

議
会
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
） 

こらっしゃい湯沢収穫祭 

■
10
月
 

3
日
／
湯
沢
町
・
南
魚
沼
市
議
会
議
員
評

議
会
 

5
日
／
第
6
回
厚
生
福
祉
常
任
委
員
会
 

　
　
　（
福
祉
施
設
視
察
・
研
修
） 

6
日
／
第
9
回
産
業
建
設
常
任
委
員
会
 

6
日
／
国
道
１７
号
新
三
国
ト
ン
ネ
ル
監
査
 

6
日
／
湯
沢
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
集
会
 

7
日
／
第
１５
回
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

１２
日
／
第
7
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会
 

１４
日
／
湯
沢
町
高
齢
者
福
祉
大
会
 

１７
日
／
新
三
国
ト
ン
ネ
ル
開
削
促
進
期
成

同
盟
会
総
会
 

１８
日
／
第
１６
回
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

１９
〜
２２
日
／
中
国
誘
客
促
進
活
動
 

 

 

（
南
京
・
上
海
・
杭
州
） 

２１
日
／
第
１７
回
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

２４
〜
２５
日
／
秋
田
県
湯
沢
市
行
政
視
察
 

２６
日
／
「
和
花
の
会
」
緑
綬
褒
章
受
章
祝

賀
会
 

■
11
月
 

1
日
／
第
１３
回
議
員
全
員
協
議
会
 

4
日
／
湯
沢
町
ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
 

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

4
日
／
第
7
回
議
会
運
営
委
員
会
 

4
日
／
魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

組
合
議
会
 

（
八
色
園
） 

 

　
9
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
「
越
後
湯
沢
秋

桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
は
、
過
去
最
高
約

4
4
0
0
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
晴
天
の
な
か

沿
道
の
声
援
を
受
け
て
秋
の
湯
沢
を
駆
け
抜

き
ま
し
た
。 

　
10
月
16
日
に
は
恒
例
の
「
こ
ら
っ
し
ゃ
い

湯
沢
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
か
ら
交
流

を
進
め
て
お
り
ま
す
秋
田
県
湯
沢
市
の
齊
藤

市
長
様
を
は
じ
め
、
小
町
娘
や
湯
沢
市
職
員

の
皆
様
か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
場
に

絵
灯
篭
の
設
置
や
名
産
の
稲
庭
う
ど
ん
を
振

舞
っ
て
い
た
だ
い
て
、
収
穫
祭
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
「
ゆ
ざ
わ
」

同
士
、
行
政
の
み
な
ら
ず
民
間
を
含
め
て
友

好
を
深
め
あ
い
、
末
永
い
協
力
関
係
を
築
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
平
成
23
年
3
月
24
日
16
時
に
東
日
本
大
震

災
避
難
者
の
応
援
の
た
め
に
設
置
し
た
「
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
被
災
者
支
援
対

策
本
部
」
は
、
10
月
3
日
16
時
を
も
っ
て
解
散

い
た
し
ま
し
た
。
今
後
の
避
難
者
の
皆
様
に

対
す
る
対
応
は
、
今
ま
で
ど
お
り
総
務
課
及

び
公
民
館
の
「
み
ち
の
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
」
で
対
応
い
た
し
ま
す
。 

　
11
月
3
日
か
ら
6
日
ま
で
、
湯
沢
町
公
民

館
を
会
場
に
湯
沢
町
総
合
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
か
ら

2
3
0
点
の
力
作
を
出
展
し
て
い

た
だ
き
、1
4
5
8
人
の
方
か
ら
鑑

賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
雪
国

館
で
は
無
料
開
放
し
、
ヘ
ン
プ
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
作
り
の
体
験
教
室
を
行

う
な
ど
、1
6
3
人
の
入
館
者
で
賑

わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

　
本
格
的
な
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
お
客
様
に
安
心

し
て
湯
沢
町
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
11
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
、
町

内
12
か
所
の
ス
キ
ー
場
に
お
い
て

空
中
放
射
線
量
の
測
定
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
測
定
結
果
は
全
て
の

ス
キ
ー
場
に
お
い
て
通
常
の
範
囲（
0
・

0
1
6
〜
0
・
1
6
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
）
で
、
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｖ
4

局
と
新
潟
日
報
か
ら
報
道
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
は
、
11
月
末
現
在

に
お
い
て
申
し
込
み
は
件
数
1
1
2
件
、
総

事
業
費
１
億
３
１
５
９
万
円
、
補
助
金
額
１

４
１
０
万
円
で
、
補
助
金
額
が
10
万
円
を
超

え
た
件
数
は
68
件
、
そ
の
内
限
度
額
20
万
円

の
件
数
は
30
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事

業
用
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
は
、
件
数
が
39
件
、

総
事
業
費
は
6
1
4
5
万
円
円
、
補
助
金
額

は
5
7
7
万
円
で
、
補
助
金
額
が
10
万
円
を

超
え
た
件
数
は
29
件
、
そ
の
内
限
度
額
20
万

円
の
件
数
は
15
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 
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町
長
行
政
報
告 

質
疑 

第104号　湯沢町議会だより 

答 問 答 問 

答 問 

答 問 

答 問 

答 問 

答 問 

答 問 

町
長
行
政
報
告
　
主
な
質
疑
 

 7
日
／
湯
沢
町
・
南
魚
沼
市
議
会
議
員
協

議
会
正
副
会
長
会
議
 

8
〜
１０
日
／
産
建
委
員
会
先
進
地
視
察
 
 

 （
福
島
県
下
郷
・
山
形
県
蔵
王
） 

１４
日
／
湯
沢
中
学
校
生
徒
海
外
派
遣
事

業
報
告
会
 

（
湯
沢
中
学
校
） 

１６
・
１７
日
／
全
国
町
村
議
会
議
長
大
会
 

 

（
東
京
） 

１８
日
／
第
8
回
議
会
運
営
委
員
会
 

２１
日
／
第
6
回
臨
時
会
 

２１
日
／
湯
沢
町
・
南
魚
沼
市
議
会
議
員
評

議
会
 

２４
日
／
第
9
回
議
会
運
営
委
員
会
 

２５
日
／
湯
沢
町
・
南
魚
沼
市
議
会
議
員
評

議
会
要
望
活
動
 

 

（
東
京
・
新
潟
・
高
崎
） 

２５
日
／
地
下
水
対
策
委
員
会
 

２８
日
／
第
7
回
臨
時
会
 

２８
日
／
第
１４
回
議
員
全
員
協
議
会
 

■
12
月
 

5
日
／
冬
期
安
全
祈
願
祭
 

 

（
ロ
ー
プ
ウ
エ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
） 

6
日
／
「
あ
り
が
と
う
湯
沢
・
感
謝
の
集

い
」
 

（
東
京
） 

9
日
／
第
１０
回
議
会
運
営
委
員
会
 

9
日
／
第
１８
回
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

１３
〜
２０
日
／
第
8
回
定
例
会
 

（
会
期
８
日
間
） 

２７
日
／
第
１９
回
議
会
広
報
委
員
会
 

　
　
秋
桜
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
、過
去
最
高

の
エ
ン
ト
リ
ー
数
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
冬
に

つ
な
げ
る
方
向
を
考
え
る
べ
き
だ
か
、ど
の

よ
う
な
施
策
と
す
る
の
か
見
解
を
問
う
。
 

 　
　
ス
キ
ー
リ
フ
ト
券
が
当
た
る
福
引
を
行

う
な
ど
、湯
沢
町
が
一
年
を
通
し
た
観
光
の
町

で
あ
る
こ
と
を
印
象
付
け
ら
れ
る
施
策
に
心

掛
け
た
い
。
 

 　
　
湯
沢
町
特
別
観
光
大
使
の
加
山
雄
三

氏
と
の
関
係
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。
 

 　
　
加
山
氏
本
人
は
観
光
大
使
を
続
け
た

い
と
し
て
い
る
。
神
立
高
原
ス
キ
ー
場
に
で
き

る
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
も
訪
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

声
を
掛
け
た
い
。
 

 　
　
交
通
安
全
に
つ
い
て
、町
道
同
士
の
交

差
点
で
標
識
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。
町
で
注
意
喚
起
す
る
看
板
を
設

置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。
 

 　
　
標
識
が
不
備
な
と
こ
ろ
は
、
交
通
安
全

協
会
や
警
察
と
連
携
し
、
大
事
な
部
分
は
予

算
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
検
討

し
た
い
。
 

 

　
　
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
苗
場

大
会
が
行
わ
れ
る
が
、今
回
の
行
政
報
告
に

は
な
か
っ
た
。
進
行
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
を
問
う
。
 

 　
　
実
行
委
員
会
が
で
き
、予
算
組
み
の
説

明
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、行
政
報
告
を
で
き
る

よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。
今
後
も
落
ち
度
の
無

い
よ
う
実
行
委
員
会
に
お
願
い
し
た
い
。
 

 　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
は
一
定
の

経
済
効
果
が
あ
り
、景
気
浮
揚
に
役
割
を

果
た
し
た
。
恒
久
的
に
で
き
な
い
と
し
て
も
、

来
年
度
に
打
ち
切
り
と
な
る
の
か
。
 

 　
　
建
築
工
業
組
合
か
ら
継
続
の
要
望
を
受

け
た
。
今
年
と
同
じ
よ
う
に
で
き
る
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
が
、
良
い
こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
 

 　
　
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
と
の
交
渉

に
つ
い
て
、こ
こ
に
報
告
が
無
い
が
、何
も
報

告
す
る
こ
と
が
無
い
と
い
う
こ
と
か
。
 

 　
　
現
在
こ
の
件
は
、い
ろ
い
ろ
議
会
の
方
々

と
全
員
協
議
会
な
ど
で
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。
 

　
　
東
京
有
楽
町
で
行
な
わ
れ
た
誘
客
イ

ベ
ン
ト
に
対
し
て
、多
額
の
経
費
を
掛
け
る

こ
と
を
疑
問
視
す
る
声
が
あ
る
。
経
費
は
い

く
ら
掛
っ
た
か
。
イ
ベ
ン
ト
の
主
体
は
ど
こ

か
。
 

 　
　
湯
沢
町
観
光
協
会
が
主
体
と
な
っ
て
行

い
、業
務
委
託
先
の
業
者
が
企
画
し
た
。
経
費

は
1
8
0
0
万
円
だ
っ
た
。
費
用
対
効
果
は
す

ぐ
に
は
分
か
ら
な
い
が
、多
く
の
人
た
ち
に
湯

沢
町
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
行
っ
た

も
の
だ
。ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。
 

 　
　
中
国
誘
客
促
進
活
動
で
は
商
談
会
を

行
っ
た
と
あ
る
が
、ど
の
程
度
の
商
談
が
成

立
し
た
の
か
。
ま
た
、中
国
側
の
業
者
の
感

触
を
得
た
と
の
情
報
は
あ
る
か
。
 

 　
　
詳
し
い
数
は
ま
だ
把
握
し
て
い
な
い
が
、

ツ
ア
ー
が
１
社
成
立
し
た
と
の
話
は
聞
い
て
い

る
。
ま
た
雪
に
対
し
て
非
常
に
関
心
が
高
い
と

い
う
話
も
聞
い
た
。
 

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱
 

〔
S
R
S
〕 

日
本
ケ
ー
ブ
ル
㈱
の
子
会
社
で
、 

湯
沢
高
原
を
経
営
し
て
い
る
。 

用語 

解説 
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平
成
２３
年
度
補
正
予
算 

第104号　湯沢町議会だより 

答 問 答 問 

答 問 問 答 

総務文教常任委員会報告 総務文教常任委員会報告 
平成 

23年度 

一
般
会
計
補
正
予
算
 

全
員
賛
成
で
可
決
 

主
な
質
疑
 １２

月
１３
日
　
一
般
会
計
補
正
予
算
 

審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
 

フリースタイルFISワールドカップ苗場大会補助金....500万円増 
庁舎東館耐震補強工事監理..........................120万円増 

1億1,499万円を追加　　総額68億7,795万円 

国庫支出金 
 2,503万円増 
県支出金 
 1,384万円減 
財産収入 
 1,496万円減 
繰 入 金 
 6,878万円増 
諸 収 入 
 108万円増 
町　　債 
 4,890万円増 

一 般 管 理 費 職員異動による給与・手当他 1,851万円増 
庁 舎 管 理 費 庁舎東館耐震設計 822万円減 
 庁舎東館耐震補強工事監理 120万円増 
三俣地域振興対策費 三俣地域情報交流センター 480万円増 
 住宅等修景整備補助金 1,200万円減 
災 害 救 助 費 被災者受入事業 2,413万円減 
道路新設改良費 国補道路新設改良事業道路用地 1,200万円増 
生涯スポーツ推進費 フリースタイルFISワールドカップ苗場大会補助金 500万円増 
文教施設整備費 総合文教施設実施設計 2,500万円増 

　
　
庁
舎
東
館
耐
震
補
強

工
事
の
内
容
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。
 

 　
　
教
育
委
員
会
の
あ
る
部

分
の
北
側
・
南
側
1
階
・
2
階

に
ク
ロ
ス
の
鉄
骨
を
入
れ
る
こ
と
。

屋
上
の
塔
屋
の
3
分
の
2
程
度

を
切
り
取
る
こ
と
。
町
民
課
と

産
業
観
光
課
の
間
に
壁
を
入
れ

る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
 

 　
　
三
俣
地
域
振
興
対
策

費
の
住
宅
等
修
景
整
備
補

助
金
は
国
庫
補
助
事
業
だ
。

今
年
や
め
て
し
ま
う
と
来
年

度
分
の
予
算
が
付
か
な
く
な

る
懸
念
が
あ
る
。
繰
越
し
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
 

 　
　
補
助
金
を
多
く
も
ら
い

過
ぎ
る
と
要
望
の
あ
る
他
の
事

業
に
支
障
が
出
る
。
も
う
一
度

よ
く
検
討
し
た
い
と
言
う
こ
と

で
補
正
減
と
し
た
。
 

 

　
　
修
景
整
備
を
止
め
る
の

か
、そ
れ
と
も
再
検
討
す
る

と
言
う
こ
と
か
。
 

 　
　
遅
れ
て
い
る
が
、三
俣
地

域
と
要
綱
を
固
め
て
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
。
 

 　
　
文
教
施
設
費
は
当
初

予
算
で
3
億
円
あ
る
。こ
こ

に
き
て
2
5
0
0
万
円
補
正

増
と
す
る
具
体
的
な
内
容
は

何
か
。
 

 　
　
現
在
行
っ
て
い
る
文
教
施

設
実
施
設
計
業
務
の
不
足
分

を
補
う
た
め
2
5
0
0
万
円
増

と
し
た
い
。
当
初
予
算
か
ら
の

8
5
0
0
万
円
程
度
と
の
合
計

1
億
1
0
0
0
万
円
前
後
と

な
る
。
 

歳出（支出）の主な項目 歳入（収入） 

H23.12.13 現在 

庁舎東館耐震補強工事 資料 

厚生福祉常任委員会報告 厚生福祉常任委員会報告 
委
員
長
　
白
井
孝
雄
 

フリースタイルFISワールドカップ苗場大会出場予定　上村愛子選手 
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事件の番号 結　　　果 件　　　　　　　　　　名 

常
任
委
員
会
報
告
 

■ 付議事件 

議案第60号 
 

議案第61号 
 

議案第62号 
 

修正して全員賛成で 
採択すべきものと決定 

全員賛成で採択す
べきものと決定 

全員賛成で採択す
べきものと決定 

湯沢町暴力団排除条例の制定について 
 

湯沢町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 

湯沢町消防団の定員、任免、給与、服務に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 

平成23年12月13日 

委員長　今 村 定 一  総務文教常任委員会報告 総務文教常任委員会報告 総務文教常任委員会報告 

総務文教常任委員会 

開
会
中
の
 

議案第60号　湯沢町暴力団排除条例の制定について 
　観光立町を掲げている町として、安心安全明るい町を内外にアピールす
るためにも、率先して制定することに意義がある。 
 
議案第61号　湯沢町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 
　消防組織法の改正に伴っての条例の一部を改正するもの。 
 
議案第62号　湯沢町消防団の定員、任免、給与、服務に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 
　消防団の再編に伴う条例定数の改正。3分団・2分団の定員の見直しを行った結果、現在の条例定
数に満たない事から現状に合わせ定数を改正するもの。 

委 員 長 今村　定一 
副委員長 　橋　綾夫 
委　　員 角谷　　勉 
 宮田眞理子 
 南雲　　正 
 佐藤　守正 
 師田　　保 

答 

答 

問 

問 

事件の番号 結　　　果 件　　　　　　　　　　名 

平成23年12月14日 

委員長　佐 藤 守 正  

■ 付議事件 

議案第64号 
 

議案第65号 
 

議案第68号 
 

全員賛成で可決すべ
きものと決定 

賛成多数で可決すべ
きものと決定 

全員賛成で可決すべ
きものと決定 

平成23年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について 
 

平成23年度介護保険特別会計補正予算（第3号）について 
 

平成23年度病院事業会計補正予算（第1号）について 
 

厚生福祉常任委員会報告 厚生福祉常任委員会報告 厚生福祉常任委員会報告 

厚生福祉常任委員会 

委 員 長 佐藤　守正 
副委員長 宮田眞理子 
委　　員 岸野　雅人 
 白井　孝雄 
 関　　忠夫 
 今村　定一 
 半澤　利貞 

議案第64号　平成23年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について 
　既定の歳入歳出予算にそれぞれ313万2千円を増額し、それぞれ10億6,143万8千
円とする。歳入の313万円は、国県からの支出金が一旦一般会計に入り、そこから町負
担分を加えて国保会計に入ったもの。それは主に療養給付費に充てられる。 

主な質疑 
 
　　国県からの支出金は、保険料の均等割負担分の軽減措置に充当するための
ものか。 
 
　　そうである。 
　 
　　一般会計の補正予算案には、国と県の支出金と対応する項目がないがどうしたのか。 
 
　　補正予算書（案）に保険基盤安定負担金の名目で載っているのがそれである。 
　 
次ページへつづく 
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答 

問 

問 

答 

答 

答 

答 

問 

問 

問 

事件の番号 結　　　果 件　　　　　　　　　　名 

平成23年12月14日 

委員長　南 雲 　 正  

■ 付議事件 

議案第66号 
 

議案第67号 
 

全員賛成で可決すべ
きものと決定 

全員賛成で可決すべ
きものと決定 

 

平成23年度下水道特別会計補正予算（第2号）について 
 

平成23年度水道事業会計補正予算（第2号）について 

産業建設常任委員会報告 産業建設常任委員会報告 産業建設常任委員会報告 

議案第66号　平成23年度下水道特別会計補正予算（第2号）について 
　歳入歳出からそれぞれ97万2千円を減額し、歳入歳出予算の総額を10億5，080万4
千円とするもので、歳入では受益者負担金85万円を増額、基金繰入金を183万2千円減
額し、歳出では人事異動による人件費の増67万2千円、湯沢浄化センター井戸ポンプ入
替320万円、汚水管布設工事費減500万円が計上された。 

主な質疑 
 
　　汚水管布設の500万円減は、どこの工事分か。 
 
　　新たな下水道接続のための予備工事費だった。 
 
　　下水道未接続者の今年度の接続状況は。 
 
　　年度27件の申請があり、例年ベースの推移である。 
 
議案第67号　平成23年度水道事業会計補正予算（第2号）について 
　収益的支出の営業費用を307万5千円増額する補正である。その要因は中央簡水井戸水源取水流量計購入
他250万円、人事異動による人件費増、放射線測定増57万5千円の計上である。 

主な質疑 
 
　　放射線測定の現状は。 
 
　　魚野川水源から取水し新潟で測定している。当日採取、測定、発表が県の原則であり、放射線は検出されて
いない。宅配便が活用できるようになったら浅貝水源をはじめ、他でも測定したい。 

議案第65号　平成23年度介護保険特別会計補正予算（第3号）について 
　歳入歳出予算にそれぞれ409万4千円を増額し、それぞれ7億4,865万8千円とする。当初見込みより要支援者が
10名程増える見込みになったので、それに対応した予算増である。 

主な質疑 
 
　　ケアプランはどこで作っているのか。 
 
　　社協とゆの里園である。要支援者のケアプランは包括支援センターで作られている。 
 
　　要支援者は増えたとの事だが、要介護者は増えてはいないのか。 
 
　　要介護者はほぼ当初見込みの数になっている。 
　 
議案第68号　平成23年度病院事業会計補正予算（第1号）について 
　事業費用の既決予定額1億6,502万7千円から159万8千円を減じ、1億6,342万9千円とするもの。病院担当者の
人事異動による人件費の減である。 

厚生福祉常任委員会報告 つづき 

産業建設常任委員会 

委 員 長 南雲　　正 
副委員長 岸野　雅人 
委　　員 　橋　綾夫 
 角谷　　勉 
 白井　孝雄 
 関　　忠夫 
 半澤　利貞 
 師田　　保 
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問 

問 

問 

問 問 

問 

答 

答 答 答 答 

答 

産業建設常任委員会報告 産業建設常任委員会報告 

常
任
委
員
会
報
告
　
閉
会
中
の
調
査
 

総
務
文
教
常
任
委
員
会
 

 

10
月
12
日
 

平
成
23
年
度
湯
沢
町
教
育
に

つ
い
て
 

　
町
学
校
教
育
研
究
協
議
会

を
学
校
統
合
実
行
委
員
会
兼

務
で
26
年
開
校
に
向
け
て
の
統

合
作
業
と
湯
沢
学
園
（
仮
称
）

の
開
校
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

の
組
織
と
し
て
5
部
会
10
事
業

を
年
度
毎
目
標
に
向
か
っ
て
取

り
組
む
。
本
年
度
は
組
織
作
り

と
資
料
収
集
期
間
と
し
、
実
行

委
員
会
の
本
格
活
動
は
24
年

4
月
か
ら
を
予
定
と
の
報
告
を

受
け
調
査
し
ま
し
た
。 

主
な
質
疑
―
―
―
―
―
―
―
 

 　
　
部
会
長
は
各
学
校
長

と
し
て
い
る
が
構
成
メ
ン
バ
ー

は
 

 　
　
全
教
員
、
保
育
士
、
保
護

者
、
町
民
、
団
体
等
か
ら
加
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
　
 

　
　
教
員
が
係
わ
る
と
あ
る

が
、
年
度
末
に
向
け
て
問
題

は
な
い
か
。 

　
　
 

　
　
教
員
の
多
忙
感
解
消
を

十
分
配
慮
し
て
い
き
た
い
。 

 　
　
各
部
会
は
開
校
後
解

散
と
思
わ
れ
る
が
、
継
続
が

必
要
な
部
会
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。 

　
　
 

　
　
解
散
・
継
続
は
別
と
し
て

対
応
し
た
い
。 

 統
合
文
教
施
設
整
備
に
つ
い

て
 

　
保
育
の
待
機
児
童
は
い
ま
せ

ん
。
保
育
士
は
臨
時
（
パ
ー
ト
）

職
員
で
補
っ
て
い
る
。 

　
子
育
て
支
援
も
重
要
視
。 

主
な
質
疑
―
―
―
―
―
―
―
 

　
　
 

　
　
一
時
保
育
が
昨
年
比
3

倍
の
要
因
は
。 

　
　
 

　
　
震
災
で
避
難
者
の
利
用

増
。 

　
　
 

　
　
職
員
に
過
重
な
負
担
、

職
員
か
ら
の
苦
情
等
の
声
は
。 

　
　
 

　
　
直
接
は
無
い
。
正
規
職
員

の
配
置
を
望
む
声
は
聞
い
て
い

る
。 

 

統
合
文
教
施
設
整
備
に
つ
い

て
 

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
報
告

と
、
対
す
る
町
の
考
え
の
報
告

を
受
け
調
査
し
ま
し
た
。 

 

プ
ー
ル
に
関
す
る
も
の
12

件
、
建
物
・
道
路
に
関
す
る
も

の
9
件
、
教
室
等
配
置
に
関
す

る
も
の
8
件
、
他
25
件
、
計
54
 

件
。 

 ス
キ
ー
場
の
町
有
地
等
貸
付

に
つ
い
て
 

　
町
有
地
貸
付
ス
キ
ー
場
で
問

題
視
し
て
い
る
ス
キ
ー
場
の
現

況
報
告
を
受
け
て
調
査
し
ま

し
た
。 

加
山
キ
ャ
プ
テ
ン
コ
ー
ス
ト
ス

キ
ー
場
 

　
ス
キ
ー
場
廃
止
な
ら
町
有
地
・

民
地
も
含
め
更
地
に
し
て
、
契

約
解
除
と
な
る
が
方
針
は
出
て

な
い
。 

神
立
高
原
ス
キ
ー
場
 

　
23
年
11
月
21
日
〜
25
年
3

月
31
日
ま
で
の
賃
貸
借
契
約
が

11
月
21
日
の
臨
時
議
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
賃
料
23
年
度
分

３
８
４
万
円
、
24
年
度
分
１
０

６
６
万
円
（
パ
イ
ン
リ
ッ
ジ
リ
ゾ
ー

ト
㈱
の
滞
納
分
は
未
収
で
破
算

手
続
き
が
開
始
）。 

湯
沢
高
原
・
布
場
ス
キ
ー
場
 

　
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱

の
提
案
を
受
け
て
協
議
の
段
階
。 

 議
会
運
営
委
員
会
 

 

11
月
4
日
 

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

に
つ
い
て
 

　
3
月
定
例
会
よ
り
F
M
雪

国
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
一
般

質
問
の
状
況
を
音
声
で
配
信
す

る
こ
と
に
し
た
。 

主
な
質
疑
―
―
―
―
―
―
―
 

　
　
 

 　
　
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
方
式

は
、
現
在
流
山
市
、
鳥
羽
市

な
ど
が
や
っ
て
い
る
。
本
当
に

2
万
円
位
で
始
め
ら
れ
る
も

の
か
。 

　
　
 

　
　
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
が
安
価

で
で
き
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

た
だ
し
、
カ
メ
ラ
と
パ
ソ
コ
ン
本

体
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
が
必

要
だ
。 

 産
業
建
設
常
任
委
員
会
 

 

10
月
6
日
 

冬
期
ス
キ
ー
観
光
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
 

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
首
都
圏
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
と
し
て
、
シ
ー
ズ
ン
ス

タ
ー
ト
時
は
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る

P
R
作
業
に
よ
る
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
ー

の
創
出
、マ
ス
コ
ミ
媒
体
を
使
っ

た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
へ
の
湯
沢
の
魅
力

を
効
果
的
に
伝
え
る
。 

 三
俣
振
興
対
策
の
現
状
に
つ

い
て
 

　
街
並
み
景
観
整
備
事
業
で

実
施
し
て
い
る
、
下
排
水
路
整

備
事
業
は
今
年
度
で
終
了
し
、

平
成
24
年
度
か
ら
は
下
水
道

事
業
で
整
備
す
る
。 

　
み
つ
ま
た
道
の
駅
建
設
事
業

の
用
地
取
得
は
ほ
ぼ
終
了
、
工

事
発
注
の
準
備
中
で
あ
る
。 

　
道
の
駅
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
、
み
つ
ま
た
未
来
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
と
指
定
管
理
者
を

前
提
に
協
議
中
で
あ
る
と
い
う

報
告
が
あ
っ
た
。 

　
道
の
駅
用
地
の
未
買
収
部
分

の
対
応
、
オ
ー
プ
ン
予
定
と
の

関
連
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。 

 地
域
整
備
課
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
 

・
市
街
地
整
備
総
合
交
付
金（
都

市
再
生
整
備
計
画
事
業
、
都

市
公
園
事
業
） 

1
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
 

　
み
つ
ま
た
道
の
駅
整
備
事
業
 

　
用
地
取
得
（
1
件
以
外
は
契

約
済
） 

　
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
建
築
（
発

注
準
備
中
） 

2
、
中
央
公
園
陸
上
競
技
場
第

4
種
公
認
取
得
事
業
（
9
月

15
日
発
注
済
） 

・
地
域
住
宅
支
援
総
合
交
付
金

（
住
環
境
整
備
事
業
） 

1
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業
 

　
三
俣
地
域
下
排
水
路
埋
設

工
事
（
発
注
済
） 

　
住
宅
等
修
景
整
備
（
修
景
基

準
、
補
助
要
綱
、
委
員
会
規

則
等
検
討
中
） 

2
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援

事
業
（
申
請
2
件
、
町
補
助

14
万
円
） 

3
、
木
造
住
宅
耐
震
回
収
支
援

事
業
（
申
請
0
件
） 

4
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
（
申
請
1
0
2
件
、
町
補

助
１
２
６
３
万
円
） ユーストリーム： 

生中継が可能な動画配信方式 
用語 

解説 
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議員表決結果報告 ２３年12月定例議会 

・採決結果の記載方法（可＝賛成多数で可決・採択等の場合：否＝賛成少数で否決・不採択等の場合） 
・表決結果の記載方法（議員個々の賛否：賛成＝○・反対＝×・欠席＝欠）議長は採決に参加できません 

提

出

者
 

請
　
　
　
願
　
　
　
等
 

町
　
　
　
　
　
長
　
　
　
　
　
提
　
　
　
　
　
出
 

議
　
会
　
提
　
出
 

議 案 名 

湯沢町暴力団排除条例の制定について 

湯沢町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

湯沢町消防団の定員、任免、給与、服務に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

中央公園の指定管理者の指定について 

大源太キャニオン青少年旅行村の指定管理者の指定について 

平成23年度一般会計補正予算（第8号）について 

平成23年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について 

平成23年度介護保険特別会計補正予算（第3号）について 

平成23年度下水道特別会計補正予算（第2号）について 

平成23年度水道事業会計補正予算（第2号）について 

平成23年度病院事業会計補正予算（第1号）について 

平成23年度一般会計補正予算（第9号）について 

議場に国旗・町旗を掲揚することを求める陳情 

国民への負担増をあらたに強いる「社会保障・税一体改革成案」

に反対し、社会保障の充実・改善をもとめる陳情 

年金受給資格期間の10年への短縮を求める陳情 

0.4％の年金引き下げをもとに戻すとともに物価指数による年金引

き下げを行わないことを求める陳情 

国民への負担増をあらたに強いる「社会保障・税一体改革成案」

に反対し、社会保障の充実・改善をもとめる意見書 

年金受給資格期間の10年への短縮を求める意見書 

0.4％の年金引き下げをもとに戻すとともに物価指数による年金引

き下げを行わないことを求める意見書 

可 

可 
 

可 
 

可 

可 

可 

可 

可 

可 

可 

可 

可 

否 

可 

 

可 

可 

 

可 

 

可 

可 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × × × × × × × × × × 

× ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

 

× ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

師
田
　
保 

半
澤
利
貞 

佐
藤
守
正 

今
村
定
一 

南
雲
　
正 

宮
田
眞
理
子 

関
　
　
忠
夫 

白
井
　
孝
雄 

角
谷
　
　
勉 

　
橋
　
綾
夫 

岸
野
　
雅
人 

採
決
結
果 
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全
員
協
議
会
 

答 問 答 問 答 

答 答 

答 答 

答 答 

答 

問 問 答 問 

問 

問 

問 

答 答 答 答 問 

問 

問 問 

答 問 答 問 問 

答 問 問 答 問 

問 

答 問 

   

平
成
23
年
11
月
1
日
 

　
　
統
合
文
教
施
設
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
 

　
　
メ
ン
ト
に
お
け
る
意
見
の
内
容

と
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
 

　
募
集
期
間
　
7
月
11
日
〜
8
月
9
日
 

　
意
見
応
募
者
数
　
24
名
 

　
意
見
内
容
と
詳
細
説
明
 

　
主
な
質
疑
 

 　
　
湯
中
に
水
泳
部
は
出
来
た
の
か
？
 

 　
　
併
部
と
し
て
昨
年
に
出
来
た
 

 　
　
内
部
の
図
面
は
？
 

 　
　
12
月
の
議
会
に
提
示
し
た
い
。 

 　
　
プ
ー
ル
の
検
討
は
？
一
般
町
民
？

高
齢
者
？
加
温
？
暖
房
・
エ
ア
コ
ン
？

管
理
は
？
 

 　
　
プ
ー
ル
は
子
供
た
ち
の
利
用
の
た
め
、

可
動
方
式
。
水
温
は
対
応
、
併
用
の
暖

房
機
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。
詳
細
な
検

討
が
必
要
。
高
齢
者
、
障
害
者
と
な
る
と

安
全
面
に
問
題
。一
般
開
放
し
た
場
合
の

管
理
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。 

 　
　
養
護
教
諭
と
校
務
員
は
？
 

 　
　
校
務
員
は
3
人
程
度
。 

 　
　
プ
ー
ル
の
可
動
床
式
、メ
リ
ッ
ト
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
？
 

 

　
　
先
生
方
の
多
忙
の
解
消
・
安
全
確

保
。
可
動
床
の
年
間
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

1
0
0
万
円
位
。 

 　
　
建
設
費
の
41
億
円
が
適
切
な
の

か
不
明
、
費
用
一
つ
一
つ
明
ら
か
に

す
べ
き
。 

 　
　
今
は
、
大
ま
か
な
金
額
だ
。
実
施

設
計
す
る
段
階
で
、
棟
ご
と
に
想
定
さ
れ

る
。
公
開
し
た
い
が
、
発
注
前
は
控
え
た

い
。 

 　
　
湯
沢
高
原
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
 

 　
総
務
課
資
料
に
よ
る
説
明
。 

　
主
な
質
疑
要
望
　
 

 　
　
ト
リ
プ
ル
リ
フ
ト
4
億
3
5
0
0

万
円
、
他
の
業
者
か
ら
の
見
積
り
は
？
 

 　
　
日
本
ケ
ー
ブ
ル
の
中
で
、
か
な
り
安

く
し
て
い
る
と
の
こ
と
。（
リ
フ
ト
会
社
は

日
本
に
1
社
） 

 　
　
高
原
・
ガ
ー
ラ
・
丸
山
の
三
山
共

通
券
、
湯
沢
高
原
の
魅
力
を
高
め
、
利

用
者
を
増
加
さ
せ
る
よ
う
願
う
。 

　
S
R
S
と
の
契
約
内
容
変
更
は
？
 

 　
　
契
約
書
・
協
定
書
等
は
全
面
的
に

見
直
し
す
る
。 

 　
　
地
元
の
方
や
商
工
関
係
者
へ
の
説

明
を
。
町
が
こ
う
し
た
い
と
い
う
こ
と

の
説
明
を
心
掛
け
て
も
ら
い
た
い
。 

 　
　
こ
ち
ら
か
ら
提
案
を
お
願
い
し
、

何
が
必
要
か
を
町
が
判
断
し
て
い
る
。 

 　
　
観
光
振
興
計
画
は
大
事
だ
。
計

画
的
に
町
の
観
光
を
ど
う
す
る
の
か

を
議
論
す
べ
き
だ
。 

 　
　
湯
沢
町
観
光
振
興
計
画
を
明
言

し
た
。ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
再
生
計
画
と
、
湯

沢
町
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。 

 　
　
10
億
円
も
の
設
備
投
資
、
早
急

で
は
な
い
か
？
湯
沢
の
観
光
を
ど
の
よ

う
に
持
っ
て
行
く
の
か
が
出
来
て
か
ら
、

湯
沢
高
原
の
方
向
性
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。 

 　
　
今
回
の
提
案
は
緊
急
の
要
請
の
あ

る
も
の
。 

 　
　
S
R
S
と
あ
と
5
年
間
契
約
す

る
と
固
め
た
の
だ
か
ら
、
出
来
る
契
約

変
更
と
見
直
し
の
話
を
す
る
べ
き
。 

 　
　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
は
夏
場
の
観
光
で
の

湯
沢
町
の
目
玉
だ
。フ
ル
に
生

か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 　
　
布
場
の
真
ん
中
の
ロ
マ

ン
ス
リ
フ
ト
を
残
し
た
方
が

利
用
し
や
す
い
。 

 　
　
今
は
湯
元
側
の
リ
フ
ト

を
高
原
に
持
っ
て
行
く
考
え
だ
。 

 　
　
布
場
ス
キ
ー
場
は
指
定

管
理
に
す
る
、
と
い
う
発
想

は
で
き
な
い
か
。 

　
　
考
え
る
に
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
。 

 　
　
修
学
旅
行
の
件
だ
が
、
高
原
は
危

険
が
伴
う
。
布
場
の
方
が
や
は
り
良
い

と
考
え
る
。 

 　
　
布
場
と
は
26
年
3
月
ま
で
土
地
の

賃
貸
契
約
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 　
　
企
業
努
力
や
地
域
努
力
が
な
い

の
で
は
と
思
う
。 

　
高
山
植
物
園
の
内
容
は
縮
小
し
て

い
る
。
町
が
影
響
力
・
指
導
力
を
発
揮

し
て
い
る
か
。
技
術
者
は
い
る
の
か
。 

 　
　
索
道
、
施
設
に
つ
い
て
は
か
な
り
協

議
さ
れ
た
が
、
花
畑
に
つ
い
て
は
お
任
せ

す
る
部
分
が
あ
っ
た
の
か
と
思
う
。 

 　
　
管
理
の
技
術
者
が
い
な
い
と
す
れ

ば
、
町
が
派
遣
な
ど
し
て
お
客
さ
ん
が

感
激
す
る
提
案
の
予
算
を
、
植
物
園
の

再
生
に
使
え
ぬ
か
。 

  

　
　
雲
の
上
の
植
物
園
を
監
視
し
な
が

ら
一
挙
に
7
0
0
0
万
円
で
な
く
、
毎
年

少
し
ず
つ
援
助
し
た
い
と
思
う
。 

 　
　
夏
の
観
光
は
ア
ル
プ
の
里
、フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
パ
ー
ク
、
大
源
太
だ
け
で
は
お

客
さ
ん
が
減
っ
て
い
る
。
観
光
促
進
の

年
次
計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 　
　
そ
の
と
お
り
と
思
う
。 

 　
　
赤
字
額
の
確
認
と
帳
簿
の
確
認
は
、

町
が
す
る
。
会
計
士
あ
る
い
は
税
理
士

が
監
査
に
入
る
よ
う
に
す
べ
き
と
思
う
。 

  　
　
施
設
を
貸
し
付
け
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
財
務
、
経
理
等
は
第
三
者
と
一
緒

に
見
る
の
は
可
能
な
の
で
、
相
手
側
に
申

し
入
れ
て
み
る
。 

 　
　
年
度
ご
と
に
施
設
貸
付
、
町
有

地
貸
付
、
民
有
地
借
上
、
国
有
地
借
上

を
行
っ
て
、
赤
字
解
消
ま
で
無
料
と
し
、

黒
字
に
な
る
ま
で
継
続
す
る
の
か
。 

 　
　
ず
っ
と
無
料
に
す
る
考
え
は
な
い
。

黒
字
に
な
る
ま
で
無
料
と
し
な
け
れ
ば
や
っ

て
い
け
な
い
と
思
う
。 

 　
　
そ
の
他
 

 　
健
康
福
祉
課
よ
り
魚
沼
基
幹
病
院
の

概
要
 

・
総
務
課
よ
り
神
立
高
原
ス
キ
ー
場
 

・
湯
沢
町
暴
力
団
排
除
条
例
 

に
つ
い
て
説
明
あ
り
。 

  

SRS→3ページ参照 用語解説
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答 答 問 

答 問 

答 問 

答 答 問 

答 問 

答 問 

問 問 答 問 

答 問 

答 問 答 問 

問 

答 問 答 問 

答 問 

全
員
協
議
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11
月
28
日
 

　
　
冬
期
除
雪
計
画
 

 　
説
明
と
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
 

 　
　
湯
沢
高
原
 

 　
主
な
質
疑
 

 　
　
契
約
更
新
に
向
け
て
「
S
R
S
か

ら
の
条
件
」は
あ
る
の
か
。 

 　
　
条
件
は
な
い
が
、
提
案
は
も
ら
っ
た
。 

 　
　
契
約
書
案
は
提
出
で
き
な
い
か
。 

 　
　
相
手
が
あ
る
こ
と
な
の
で
、
難
し
い
。 

 　
　
布
場
ス
キ
ー
場
の
運
営
は
早
く

決
断
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

 　
　
3
月
議
会
で
S
R
S
と
の
体
制
を

続
け
る
と
表
明
し
た
。 

 　
　
平
成
24
年
度
か
ら
の
契
約
は
町

民
が
納
得
で
き
る
体
制
と
な
る
よ
う

暫
定
2
年
間
の
契
約
と
し
て
は
ど
う
か
。 

 　
　
契
約
書
で
は
「
引
き
続
き
5
年
間

更
新
す
る
」
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現

状
で
は
難
し
い
。 

 　
　
提
案
に
従
い
公
費
を
支
出
す
る
と
、

批
判
が
で
る
。
契
約
期
間
を
1
年
間
延

長
す
る
提
案
は
で
き
な
い
の
か
。 

 　
　
契
約
期
間
を
1
年
間
延
長
す
る
と

か
、2
年
と
す
る
と
か
は
難
し
い
と
思
う
。 

 

　
　
湯
沢
地
区
観
光
開
発
協
議
会
の

資
料
で
は
、
布
場
土
地
組
合
や
飲
食
店

組
合
、
旅
館
組
合
な
ど
が
文
書
を
提

出
し
た
と
あ
る
が
、
町
執
行
部
に
届
い

て
い
る
の
か
。 

 　
　
質
問
事
項
と
し
て
、
会
合
の
申
し

入
れ
は
頂
い
た
。
決
ま
っ
て
い
な
い
話
は
説

明
で
き
な
い
と
申
し
上
げ
た
。
議
会
、
地

権
者
と
の
話
し
合
い
、
説
明
で
き
る
段
階

に
な
っ
て
か
ら
決
定
事
項
を
説
明
す
る
。 

 　
　
町
長
か
ら
「
地
元
か
ら
提
案
が
あ

れ
ば
」
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
地
元
へ

の
説
明
会
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。こ
れ

で
は
意
見
交
換
も
提
案
も
な
い
ま
ま

時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
う
。 

 　
　
議
会
の
皆
さ
ん
と
の
話
し
合
い
を

極
力
持
っ
て
、
年
明
け
に
地
権
者
に
説
明

す
る
予
定
だ
。 

 　
　
S
R
S
か
ら
の
提
案
は
い
つ
あ
っ

た
の
か
。 

 　
　
最
終
的
に
提
案
書
と
し
て
出
て
き

た
の
が
、8
月
31
日
付
の
「
湯
沢
高
原
ス

キ
ー
場
・
ア
ル
プ
の
里
　
再
整
備
事
業
提

案
書
」で
あ
る
。 

 　
　
布
場
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
の
借

地
料
は
、
他
の
ス
キ
ー
場
に
比
べ
非
常

に
高
い
と
感
じ
る
。 

 　
　
算
出
の
経
緯
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な

い
。こ
こ
3
年
く
ら
い
の
間
に
、
減
額
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。 

 

　
　
布
場
ス
キ
ー
場
の
寿
命
が
延
び
た
。

こ
れ
か
ら
も
可
能
性
は
あ
る
か
。 

 　
　
地
主
の
方
に
は
、
こ
ち
ら
か
ら
提

案
さ
せ
て
頂
き
た
い
。 

 　
　
情
報
が
少
な
く
、
町
民
が
混
乱
し

て
い
る
。
皆
が
一
緒
に
考
え
る
よ
う
、
期

限
を
先
延
ば
し
に
で
き
な
い
か
。 

 　
　
そ
の
よ
う
な
意
見
は
あ
る
が
、
先

方
が
あ
る
話
だ
。 

 　
　
議
会
と
話
を
す
る
の
が
先
と
い
う

こ
と
だ
が
、
地
権
者
な
ど
民
間
と
ま
ず

話
を
し
な
け
れ
ば
、
議
会
も
可
否
を
判

断
で
き
な
い
。
町
は
柔
軟
に
ま
ず
民
間

と
話
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

 　
　
地
権
者
、S
R
S
と
話
を
し
て
も
、

そ
れ
が
議
決
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
契

約
案
件
は
修
正
が
で
き
な
い
。
ま
ず
議
会

と
町
が
歩
調
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。 

 　
　
議
員
と
執
行
部
に
認
識
の
ズ
レ
が

あ
る
と
思
う
。S
R
S
と
は
話
を
し
、

地
主
と
は
話
を
し
て
い
な
い
。 

 　
　
執
行
部
と
議
会
が
同
調
し
た
上
で
、

必
要
な
土
地
を
必
要
な
期
間
だ
け
借
り

る
。
方
針
を
出
す
の
が
、
こ
の
場
所
で
の

協
議
だ
。 

 

12
月
20
日
 

　
　
保
育
料
の
改
定
 

 　
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
保
育
料
の
改

定
。
町
の
保
育
園
の
保
育
料
は
規
制
第

11
条
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
昔
か
ら
の
問
題
と
し
て
保
育
料
の

階
層
区
分
が
大
ま
か
で
、
階
層
が
1
つ
上

が
る
と
保
育
料
が
大
幅
に
あ
が
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
一
方
平
成
22
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
23
年
以
降
15
歳
以
上
の
扶
養
控
除
及

び
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
控
除
上
乗
せ

が
廃
止
さ
れ
る
。こ
の
影
響
で
所
得
税
額

が
上
が
り
ま
す
の
で
保
育
料
も
上
が
る
。 

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
対
策
が
必

要
で
、
今
回
、
保
育
料
を
見
直
し
た
い
。 

　
し
か
し
、
財
政
状
況
の
中
で
現
在
の
収

入
水
準
を
な
ん
と
か
維
持
し
た
い
。
下
げ

る
階
層
を
作
る
、
低
額
の
保
育
料
設
定

し
階
層
を
細
分
化
し
た
い
。
さ
ら
に
ま
た

上
げ
る
階
層
も
あ
る
。 

　
今
回
の
改
定
に
よ
り
2
0
4
人
中
51

人
の
保
育
料
が
上
が
る
、
同
額
か
下
が
る

人
は
1
5
3
人
と
な
る
。 

　
主
な
質
疑
　
 

 　
　
2
人
重
ね
て
入
所
し
て
い
る
家

庭
の
措
置
は
？
 

 　
　
軽
減
措
置
は
、
引
き
続
き
同
じ
条

件
で
行
い
ま
す
。 

 　
　
2
人
目
の
料
金
は
？
 

 　
　
2
人
目
か
ら
半
額
 

 

　
　
湯
沢
高
原
等
 

 　
23
年
12
月
15
日
、
日
本
ケ
ー
ブ
ル
・

S
R
S
と
町
と
打
合
せ
し
ま
し
た
。
ト

リ
プ
ル
リ
フ
ト
に
つ
い
て
は
架
け
替
え
は
や

め
て
、
大
規
模
な
整
備
を
し
た
い
。
高
速

か
ら
低
速
に
落
ち
る
機
器
の
更
新
。 

　
機
器
・
圧
索
機
の
63
台
、
す
べ
て
新
し

い
物
に
取
り
替
え
、
電
気
関
係
は
三
菱

製
の
制
御
装
置
は
製
造
し
て
い
る
新
た

な
物
に
替
え
た
い
。
支
柱
・
索
受
装
置
の

整
備
他
。 

　
解
体
・
搬
出
。
現
状
の
ま
ま
山
頂
の
減

速
機
を
使
い
大
規
模
修
繕
を
行
う
た
め

2
億
7
3
0
0
万
円
。
ボ
ブ
ス
レ
ー
用
リ

フ
ト
は
何
処
か
ら
み
つ
け
た
い
と
言
う
こ

と
で
係
る
費
用
が
1
億
1
3
2
0
万
円
。

あ
と
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
整
備
3
0
0
0
万
円
、

日
光
キ
ス
ゲ
等
の
植
栽
3
0
0
0
万
円
。

建
物
の
修
繕
で
4
5
0
0
万
円
程
度
。

あ
と
は
要
望
は
承
知
し
て
い
る
が
こ
こ
で

は
削
除
。
第
三
者
の
土
地
代
金
は
今
現

在
の
段
階
で
は
2
1
0
0
万
円
で
、3
年

目
以
降
金
額
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
黒
字
と
な
れ
ば
S
R
S
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　（
仮
称
）
町
営
ス
キ
ー
場
運
営
委
員
会

で
勉
強
会
的
な
物
に
な
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
構
成
員
と
し
て
日
本
ケ
ー
ブ
ル
・

S
R
S
・
副
町
長
・
議
員
・
町
代
表
監
査

委
員
で
、
事
業
計
画
・
収
支
計
画
・
運
営

体
制
・
施
設
・
索
道
修
繕
を
み
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

　
主
な
質
疑
 

 　
　
こ
の
計
画
で
す
と
5
年
間
で
7

億
円
位
が
町
の
負
担
額
に
な
る
。
施
設

整
備
は
会
社
に
し
て
も
ら
う
事
が
議
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答 問 

答 問 

答 問 

答 問 答 答 問 答 問 

答 問 

答 問 

答 問 答 問 

答 問 

答 問 

答 問 

答 問 答 答 問 問 

湯沢町統合文教施設（変更）完成イメージ図 

論
に
な
っ
た
の
か
。 

 　
　
そ
の
よ
う
な
話
も
あ
り
ま
し
た
。

日
本
ケ
ー
ブ
ル
の
所
有
す
る
も
の
が
高
原

に
設
け
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

大
峰
リ
フ
ト
は
考
え
ま
せ
ん
と
言
う
こ
と

で
回
答
し
た
。 

 　
　
1
年
延
長
の
契
約
、
ど
の
よ
う
な

反
応
か
。 

 　
　
新
た
な
契
約
も
5
年
間
で
契
約
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
言
う
話
で
あ
り
ま

す
。 

 　
　
最
初
に
4
億
円
掛
け
て
、
毎
年
5

年
間
で
町
要
望
部
分
を
負
担
す
る
の
か
。 

  　
　
3
億
9
5
0
0
万
円
は
、
10
年
間

の
債
務
負
担
。
高
山
植
物
の
管
理
・
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
整
備
等
第
三
者
へ
の
土
地
代
・

災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
町
が
実
施
し
た
い
。 

 　
　
運
営
委
員
会
の
構
成
員
に
町
民

等
の
代
表
等
も
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。 

 　
　
こ
れ
は
た
た
き
台
で
増
や
す
こ
と

は
よ
い
こ
と
。 

 　
　
地
区
の
方
と
話
し
合
い
を
ど
う

す
る
の
か
。
布
場
の
リ
フ
ト
は
こ
の
前

は
1
本
だ
け
残
す
、
今
日
は
2
本
と
も

2
年
間
残
す
の
か
。 

 　
　
地
主
の
皆
さ
ん
と
話
を
し
て
行
き

た
い
。
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
リ
フ
ト
は
同
じ

ラ
ン
ク
の
物
を
探
し
て
取
り
付
け
た
い
。

布
場
は
現
状
の
ま
ま
2
年
間
は
運
営
を

し
て
行
き
た
い
。 

 　
　
布
場
の
ス
キ
ー
場
は
2
年
経
過
し

た
ら
ど
う
な
る
の
か
。 

 　
　
2
年
間
で
考
え
る
。 

 　
　
地
権
者
の
方
と
話
を
始
め
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
将
来
の
土
地
の
行
く

末
も
あ
る
程
度
相
談
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
。 

 　
　
契
約
は
24
年
3
月
に
切
れ
ま
す
。

も
う
2
年
間
貸
し
て
下
さ
い
と
い
う
話

は
し
ま
す
。 

 　
　
リ
フ
ト
を
掛
け
れ
ば
お
客
が
く
る

の
か
疑
問
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
感
、
ゲ
レ
ン

デ
整
備
、
し
っ
か
り
協
議
す
る
た
め
に

仮
称
の
運
営
委
員
会
を
も
う
少
し
し
っ

か
り
し
た
も
の
を
作
る
こ
と
が
必
要
と

思
い
ま
す
。 

 　
　
双
方
で
話
を
し
町
営
ス
キ
ー
場
の

管
理
運
営
委
員
会
で
し
っ
か
り
検
討
し
、

両
者
が
お
互
い
に
良
か
っ
た
と
方
向
が
出

る
よ
う
に
も
っ
て
行
く
よ
う
対
応
し
て
行

き
た
い
。 

 　
　
冬
に
売
上
げ
増
に
つ
な
が
る
も
の

が
あ
る
の
か
。
足
り
な
い
の
は
駐
車
場
。

ど
ん
な
考
え
な
の
か
。 

 　
　
駐
車
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
話
は
で
て
い
ま
す
。
優
先
順
は
危
険

な
物
か
ら
直
す
。
要
望
は
承
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
　
町
有
営
業
か
ら
民
間
委
託
に
な
っ

て
当
初
の
基
本
的
考
え
か
ら
大
き
く

後
退
し
て
る
。
大
事
な
町
有
施
設
、
町

民
に
継
続
を
明
ら
か
に
し
、
取
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。 

 　
　
引
き
継
ぎ
な
が
ら
途
中
で
投
げ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

 　
　
町
は
な
る
べ
く
情
報
を
明
ら
か
に

し
、
交
渉
に
望
ん
で
ほ
し
い
。 

 　
　
色
々
な
知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
き
、

関
係
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
対
応

し
て
い
き
た
い
。 

 　
　
観
光
産
業
は
半
年
ま
え
か
ら
営
業
・

企
画
し
て
決
め
る
。
営
業
に
プ
ラ
ス
に

な
る
よ
う
、
決
め
ら
れ
る
も
の
は
決
め

て
行
っ
た
方
が
い
い
ん
で
は
な
い
か
。 

 　
　
議
会
の
承
認
が
必
要
で
す
。
予
算

が
通
ら
な
い
と
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
ら
な
い
。 

  　
　（
仮
称
）
町
営
ス
キ
ー
場
運
営
委

員
会
に
は
、
地
元
の
関
係
す
る
人
の
発

言
の
場
所
を
作
れ
な
い
か
？
 

 　
　
利
害
関
係
者
は
あ
ま
り
良
く
な
い

が
も
う
少
し
幅
を
広
げ
る
こ
と
は
出
来

る
と
思
う
。 

 　
　
統
合
文
教
施
設
実
施
計
画（
案
） 

 　
実
施
契
約
（
案
）の
平
面
図
・
配
置
図

で
す
。
外
構
を
含
め
た
も
の
。
駐
車
場
施

設
は
全
体
で
1
2
0
台
は
確
保
し
て
い
る
。 

　
主
な
質
疑
 

　（
図
面
を
見
な
く
と
も
分
か
る
も
の
の
み
）  

 　
　
1
学
年
の
70
人
。1
ク
ラ
ス
35
人

定
員
は
し
ば
ら
く
続
く
想
定
な
の
か
。 

 　
　
先
ま
で
想
定
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
先
ま
で
2
ク
ラ
ス
で
充
分
で
す
。 

 　
　
ス
キ
ー
を
お
く
所
の
ロ
ッ
ク
は
？
 

　
湯
沢
小
学
校
で
は
ク
ラ
ス
名
が
松
・

竹
組
で
し
た
が
ど
う
な
る
の
か
？
 

 　
　
ス
キ
ー
置
場
と
ス
キ
ー
の

ロ
ッ
ク
は
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。 

　
各
学
年
2
ク
ラ
ス
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
は
、
今
後
の
検
討
。 

 　
　
小
・
中
学
校
生
が
同
じ

所
を
通
る
と
す
る
と
、
ぶ
つ

か
る
と
小
学
生
が
巻
き
込
ま

れ
る
。 

 　
　
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 　
　
小
学
1
年
生
か
ら
4

年
生
ま
で
は
45
分
授
業
で
5

年
生
か
ら
中
学
3
年
生
は

50
分
授
業
。2
階
と
3
階
の

チ
ャ
イ
ム
、
配
慮
は
ど
う
す

る
か
。 

 　
　
先
進
的
な
と
こ
ろ
で
は
チ
ャ

イ
ム
を
鳴
ら
さ
な
い
こ
と
も
あ

る
。
選
択
肢
と
し
て
検
討
す
る
。 

 　
　
そ
の
他
 

 　
南
雲
産
業
建
設
常
任
委
員
長
よ
り
平

成
23
年
度
中
国
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
参

加
報
告
書
を
配
布
 



12第104号　湯沢町議会だより 

 

一

 般

 質

 問

 

◆岸野　雅人（16ページ） 

◆佐藤　守正（17ページ） 

◆　橋　綾夫（18ページ） 

◆南雲　　正（13ページ） 

◆関　　忠夫（14ページ） 

◆角谷　　勉（15ページ） 

12月の定例会では、6人の議員より一般質問が行われ、町政全般に

ついて、2日間にわたり活発な議論が展開されました。 

質問と答弁を要約した内容は13ページから18ページです。 

紙面の都合上、掲載されていない項目がありますのでご了承願います。 
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南雲　正   
な　ぐも　　 ただし 

問 問 統
合
文
教
施
設
の
 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
 

プ
ー
ル
、図
書
館
、体
育
館
の
 

一
般
開
放
と
伝
統
文
化
教
育
を
 

答 交
流
ア
リ
ー
ナ
棟
の
施
設
は
 

一
般
開
放
を
想
定
し
、 

設
計
を
進
め
て
い
る
。 

問 問 老
朽
化
し
た
 

空
き
家
対
策
条
例
の
 

制
定
を
 

答 答 観
光
地
と
し
て
安
全
で
美
し
い
景
観
と
 

住
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、 

調
査
し
検
討
し
た
中
で
条
例
制
定
を
 

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

問 問 問 外
国
人
観
光
客
 

誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
 

中
国
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
 

幅
広
い
対
応
を
 

答 答 
新
潟
の
中
国
総
領
事
館
の
支
援
を
受
け
、 

魅
力
あ
る
中
国
市
場
へ
の
セ
ー
ル
ス
は
継
続
し
、 

今
後
も
実
績
の
あ
る
韓
国
、台
湾
、香
港
、欧
米
 

等
に
対
し
て
積
極
的
な
セ
ー
ル
ス
活
動
を
行
う
 

問 問 問 来
年
の
上
越
新
幹
線
 

開
業
３０
周
年
は
、 

J
R
と
共
に
観
光
湯
沢
を
 

全
国
に
発
信
す
る
大
規
模
な
 

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
 

答 答 新
幹
線
開
業
３０
周
年
を
契
機
と
し
た
 

誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
 

関
係
者
に
働
き
か
け
た
い
 

問 

問 

問 

問 

答 

答 

答 

答 

              　
 

　
　
湯
沢
町
統
合
文
教
施
設
は
、地
域

と
学
校
の
協
働
を
進
め
る
拠
点
と
し
て

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
協
働
型

教
育
を
目
指
し
て
い
る
。
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
運
営
体
制
を
確
立
し
、プ
ー
ル
、

体
育
館
、図
書
館
等
の
施
設
を
一
般
開

放
し
、地
域
の
力
を
借
り
て
お
茶
、花
等

の
日
本
の
伝
統
文
化
を
教
え
る
こ
と
が
、

教
育
目
標
で
あ
る
町
全
体
で
育
て
る
学

校
の
実
現
に
繋
が
る
こ
と
と
な
る
と
思

う
が
方
針
を
伺
い
た
い
。 

 

　
　
交
流
ア
リ
ー
ナ
棟
の
各
施
設
は
一
般

開
放
を
想
定
し
て
教
室
棟
等
の
管
理
区
分

を
明
確
に
設
定
で
き
る
よ
う
に
設
計
を
進

め
て
い
る
。
運
用
に
関
し
て
は
学
校
施
設
の

範
囲
で
社
会
教
育
活
動
に
活
用
で
き
る
か
、

プ
ー
ル
や
図
書
館
に
つ
い
て
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
や
人
件
費
等
の
経
費
面
、安
全
面
を
考

慮
し
て
今
後
更
に
検
討
を
進
め
て
行
く
必

要
が
あ
る
。
費
用
対
効
果
を
考
え
ず
、今
ま

で
色
々
な
も
の
を
作
ら
れ
て
湯
沢
町
と
し
て

も
た
い
へ
ん
苦
労
し
て
い
る
。
 

               

　
　
町
内
に
所
有
者
が
管
理
を
放
棄

し
た
と
思
わ
れ
る
老
朽
化
し
た
崩
壊
寸

前
の
空
き
家
が
出
始
め
て
い
る
。
降
雪
に

よ
る
倒
壊
の
危
険
性
、防
災
上
の
問
題

点
、何
よ
り
も
美
し
い
雪
の
町
湯
沢
の
景

観
を
損
な
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
建
築
基
準
法
で
は
自
治
体
が
著
し

く
危
険
な
建
物
の
撤
去
を
所
有
者
に
命

令
で
き
る
が
、具
体
的
な
手
続
き
の
規

定
は
な
い
。
観
光
の
町
湯
沢
の
美
し
い
景

観
を
守
る
た
め
に
、空
き
家
の
適
切
な

管
理
を
所
有
者
に
義
務
付
け
る
条
例
の

制
定
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。
 

 　
　
一
般
住
宅
の
み
な
ら
ず
ペ
ン
シ
ョ
ン
、旅

館
、別
荘
の
空
き
家
が
増
え
、中
に
は
道
路

脇
で
朽
ち
果
て
て
い
る
施
設
や
除
雪
を
行
わ

な
い
た
め
隣
接
家
屋
所
有
者
か
ら
町
に
苦

情
が
来
る
等
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
全

国
９
自
治
体
で
空
き
家
対
策
関
連
条
例
が

制
定
さ
れ
て
お
り
、観
光
地
と
し
て
美
し
い

景
観
と
住
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
調
査
検

討
し
た
中
で
条
例
の
制
定
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
 

             

               　
 

　
　
中
国
で
２
年
間
、現
地
に
お
け
る

誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る

が
、湯
沢
の
売
り
で
あ
る
ス
キ
ー
観
光
に

対
す
る
中
国
人
の
意
識
は
希
薄
で
あ
り
、

継
続
し
て
今
後
も
続
け
な
け
れ
ば
効
果

は
表
れ
な
い
も
の
と
思
う
。
昨
年
度
の

外
国
人
客
の
町
内
宿
泊
者
数
は
台
湾
、

香
港
が
５４
％
を
占
め
中
国
は
５
％
程
度

で
あ
る
。
２０
年
以
上
に
わ
た
り
台
湾
、香

港
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
誘
客
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。

中
国
だ
け
を
対
象
に
し
た
誘
客
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
続
け
る
と
、長
年
の
努
力
に
よ
っ

て
獲
得
し
た
台
湾
、香
港
の
人
達
を
逃

が
し
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
。 

 　
　
中
国
市
場
へ
の
セ
ー
ル
ス
は
確
実
な

も
の
と
な
る
ま
で
継
続
す
る
。
韓
国
、台
湾
、

香
港
、欧
米
へ
の
誘
客
活
動
は
雪
国
観
光
圏

で
国
内
初
の
宿
泊
施
設
品
質
認
証
制
度
を

作
り
セ
ー
ル
ス
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
 

                
　
　
昭
和
５７
年
の
世
界
ス
キ
ー
博
を

中
心
と
す
る
上
越
新
幹
線
開
業
記
念
イ

ベ
ン
ト
に
は
６
万
５
0
0
0
人
の
人
が

訪
れ
、将
来
の
町
の
発
展
に
夢
を
馳
せ

た
日
か
ら
３０
年
。ス
キ
ー
観
光
の
低
迷
、

２
０
１
４
年
問
題
、東
日
本
大
震
災
の

風
評
被
害
と
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、ス

キ
ー
１
０
０
年
と
併
せ
て
安
全
安
心
で

元
気
な
観
光
地
湯
沢
を
全
国
に
発
信

す
る
機
会
と
し
て
、J
R
と
共
に
上
越

新
幹
線
開
業
３０
周
年
イ
ベ
ン
ト
実
施
に

向
け
た
取
り
組
み
と
併
せ
て
駅
か
ら
観

光
客
が
外
に
出
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。 

 　
　
新
幹
線
開
業
３０
周
年
を
契
機
と
し
、

誘
客
に
繋
げ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
は

有
意
義
な
も
の
と
考
え
て
い
る
、Ｊ
Ｒ
、県
等

に
も
働
き
か
け
て
観
光
協
会
、商
工
会
と

共
に
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に

働
き
か
け
を
し
た
い
。 
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関　忠夫  
せき 　　 ただ  お 

問 

問 

答 

答 

問 問 
湯
沢
町
の
定
住
住
民
を
増
や
す
対
策
を
 

夏
、 

観
光
の
強
化
を
 

問 問 

                　
　
湯
沢
町
は
若
者
を
雇
用
す
る

企
業
が
少
な
く
、若
者
は
湯
沢
で

成
長
し
て
も
都
会
に
出
て
し
ま
い

ま
す
。
 

　
そ
し
て
こ
の
ま
ま
今
の
現
状
が

進
む
と
、高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
い

き
、地
域
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

く
状
況
に
な
っ
て
き
ま
す
。さ
ら
に

後
継
者
が
い
な
け
れ
ば
高
齢
に
な
っ

て
生
活
が
難
し
く
な
る
と
、住
み

慣
れ
た
湯
沢
を
離
れ
子
供
の
い
る

所
に
移
っ
て
し
ま
い
、ま
す
ま
す
湯

沢
の
住
民
は
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

若
者
が
湯
沢
町
に
定
住
出
来
る
か

早
急
に
考
え
対
応
す
る
事
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
若
者
を
雇
用
で
き
る
環
境
を
作

る
事
が
な
に
よ
り
も
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、今
日
は
別
の
視
点
で
提

案
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
通
勤
エ

リ
ア
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
受
け
入
れ

を
考
え
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
 

　
新
幹
線
通
勤
者
に
町
か
ら
助
成

金
制
度
を
設
定
し
て
、定
期
券
購

入
者
の
個
人
負
担
を
少
な
く
し
て

一
人
で
も
ま
た
多
く
の
人
が
湯
沢

に
定
住
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
湯
沢
町
に
多
く
の
若

者
が
住
め
る
よ
う
に
し
て
い
く
に
は

通
勤
エ
リ
ア
と
し
て
助
成
金
制
度

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
町
長

の
考
え
を
求
め
ま
す
。
 

 　
　
ス
キ
ー
場
を
は
じ
め
と
す
る
観

光
産
業
の
不
振
に
よ
る
労
働
者
転
出
、

出
生
者
数
の
減
少
等
が
原
因
と
考
え

ら
れ
る
。
湯
沢
町
の
基
幹
産
業
は
観

光
で
あ
る
三
次
産
業
に
か
か
わ
る
人

は
町
民
の
８
割
と
い
わ
れ
て
い
る
観
光

産
業
の
低
迷
か
ら
現
状
が
あ
る
。
 

　
新
幹
線
通
勤
者
に
対
す
る
定
期

券
購
入
の
助
成
費
を
提
案
い
た
だ
い

た
が
税
制
の
落
ち
込
む
中
で
新
規
の

助
成
制
度
の
創
設
は
非
常
に
難
し
い
。

在
来
線
利
用
者
、高
速
道
路
利
用
し

て
の
通
勤
者
の
事
も
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
 

　
各
企
業
も
通
勤
手
当
を
支
給
し
定

期
券
購
入
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
平

等
の
観
点
も
含
め
て
こ
の
導
入
を
見
送
っ

て
き
た
。
２４
年
度
町
税
制
は
今
年
度

比
較
２
億
５
０
０
０
万
円
減
少
す
る
見

込
み
の
中
で
新
規
助
成
は
大
変
難
し
い
。

助
成
制
度
の
創
設
よ
り
も
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
対
し
て
通
勤
通
学
定
期
の
減
額

の
お
願
い
を
し
て
ゆ
き
た
い
。
 

　
こ
の
件
は
強
力
に
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

湯
沢
町
に
観
光
外
の
職
種
を
受
け
入

れ
た
い
。
他
に
事
業
の
導
入
し
て
ゆ
き

湯
沢
で
働
け
る
職
場
を
作
っ
て
ゆ
き

た
い
。
 

     　
　
湯
沢
町
は
冬
期
観
光
が
終
わ

る
と
一
年
の
観
光
営
業
が
終
わ
っ
た

か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
 

　
夏
期
の
来
町
す
る
観
光
客
が
激

減
し
て
い
ま
す
。
夏
期
観
光
強
化

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
 

　
こ
れ
か
ら
の
夏
期
観
光
に
訪
れ

る
お
客
さ
ま
に
自
然
が
豊
か
な
環

境
を
活
用
し
提
供
す
る
事
が
必
要

と
思
い
ま
す
。
各
地
域
に
あ
る
川

の
流
れ
や
自
然
林
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
か
、提
供
し
て
い
け

る
か
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
森
林
の
中
を
散
策

す
れ
ば
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
森
林

浴
で
癒
さ
れ
、森
は
私
た
ち
に
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
豊
か
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ

て
い
る
湯
沢
の
森
を
も
っ
と
知
っ
て

楽
し
め
る
よ
う
に
し
お
客
様
を
迎

え
入
れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。
 

　
湯
沢
地
区
と
浅
貝
地
区
標
高

差
の
違
う
な
か
で
早
春
期
も
違
い

が
あ
り
ま
す
。
上
手
に
活
用
し
て

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
設
定
す
る
事
が
出
来

る
環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
湯
沢
町
は
観
光
立
町
宣
言
を

し
て
い
る
夏
観
光
に
も
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
 

　
町
観
光
協
会
を
中
心
に
各
観

光
協
会
に
働
き
か
け
を
し
て
い
た

だ
き
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
町
長
の
考
え
方
を
う

か
が
い
ま
す
。
 

 　
　
冬
期
観
光
に
偏
っ
た
状
況
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
通
年

観
光
を
め
ざ
し
た
い
。
 

　
湯
沢
町
に
は
夏
場
い
ろ
い
ろ
な
観

光
施
設
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、湯

沢
町
観
光
協
会
を
は
じ
め
各
観
光
協

が
中
心
に
な
っ
て
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー

ド
の
整
備
な
ど
作
る
よ
う
で
あ
れ
ば

町
も
積
極
的
に
や
っ
て
い
き
た
い
。
来

年
の
予
算
に
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

研
修
費
の
予
算
を
計
上
し
ま
す
。
 

　
若
い
人
を
育
て
て
い
き
た
い
、旧
三

国
街
道
の
対
応
を
国
の
関
係
機
関
に

話
し
て
い
く
。
三
国
峠
の
整
備
、三
俣

か
ら
二
居
の
三
国
街
道
を
良
く
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
国
に
話
し
て
い
る
。
 

　
フ
ジ
ロ
ッ
ク
の
森
、環
境
を
大
事
に

し
な
が
ら
そ
れ
ら
を
使
い
資
料
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
使
う
た
め
の
ペ
ー
パ
ー
を
作
っ

て
い
き
た
い
。フ
ジ
ロ
ッ
ク
の
森
を
前
面

に
出
し
な
が
ら
湯
沢
町
は
観
光
、環
境
、

健
康
を
前
に
出
し
な
が
ら
取
り
組
み

た
い
。
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角谷　勉  
すみ　や　　  つとむ 

問 問 
判
断
基
準
は
町
民
目
線
で
 

問 問 
民
間
貸
付
の
目
的
は
 

問 問 
新
規
リ
フ
ト
は
再
検
討
を
 

問 問 
運
営
数
値
の
監
査
を
 

問 問 
ト
イ
レ
整
備
に
重
点
を
 

答 答 

答 

問 

答 答 

問 答 答 問 

答 問 

答 問 

問 

問 

湯
沢
高
原
の
契
約
更
新
に
つ
い
て
、正
確
な
情
報
を
町
民
に
 

問 
  

　
　
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、現
在
の
約

１１
億
の
再
整
備
の
提
案
書
が
出
さ
れ
た

の
か
。
 

 　
　
再
整
備
の
提
案
は
、町
が
、湯
沢
高

原
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

S
R
S
に
提
案
を
依
頼
し
、町
が
精
査
し
、

町
の
提
案
と
し
て
議
会
に
は
か
っ
て
い
る
。
 

   
　
　
昨
年
か
ら
の
議
論
が
町
民
に
ま
っ

た
く
見
え
て
な
い
。
広
報
に
も
、議
会
だ

よ
り
に
も
掲
載
さ
れ
て
な
い
。
町
民
か
ら「
一

部
の
団
体
や
地
域
と
、行
政
と
議
会
で

物
事
を
決
め
、町
民
不
在
だ
」
と
の
意
見

を
多
く
聞
く
。
判
断
基
準
は
「
町
民
の

多
く
が
ど
う
考
え
る
か
」
だ
と
考
え
る
が
。
 

  　
　
議
会
の
合
意
が
な
け
れ
ば
情
報
と

し
て
出
せ
な
い
も
の
も
あ
る
。
自
分
は
立
候

補
の
時
に
も
訴
え
て
い
る
が
、町
民
の
声
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
と
常
に
思
っ
て
い
る
。
 

　
 

  
　
　
町
営
時
の
4
年
間（
H
１５
〜
１８
）

と
S
R
S
に
貸
付
後
の
4
年
間（
H
１９

〜
２２
）の
、実
績
の
確
認
と
町
長
の
見
解
は
。
 

 　
　
町
に
来
る
観
光
客
が
激
減
し
て
い
る

の
も
か
か
わ
ら
ず
、ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
売
り
上

げ
は
伸
び
て
お
り
、人
件
費
も
大
幅
に
削
減

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
多
岐
に
わ
た
り
新
規

設
備
投
資
も
行
っ
て
お
り
、経
営
努
力
と
民

間
企
業
に
貸
付
し
た
効
果
が
出
て
い
る
。
反
面
、

累
積
赤
字
が
多
額
で
厳
し
い
経
営
状
況
と

考
え
る
。
 

 
　
　
S
R
S
の
4
年
間
の
累
積
赤
字

８
０
０
０
万
円
の
原
因
は
町
へ
の
施
設

利
用
料
と
借
地
料
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

加
え
て
、2
年
前
に
布
場
の
ペ
ア
リ
フ
ト

を
自
主
廃
業
す
る
に
あ
た
り
、町
が
寄

付
採
納
を
受
け
、S
R
S
に
営
業
の
継

続
を
依
頼
し
て
い
る
。こ
れ
で
は
、ど
ん

な
民
間
企
業
が
入
っ
て
も
運
営
は
厳
し

い
と
思
う
。
目
的
は
、民
間
企
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
駆
使
し
、健
全
経
営
と
活
性
化

に
よ
る
地
域
経
済
の
発
展
だ
と
思
う
が

町
長
の
見
解
は
。
 

 　
　
経
営
努
力
を
し
て
い
る
な
か
で
、町
へ

の
支
払
い
と
借
地
料
が
重
く
の
し
か
か
り
、

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
町
営
時
は
4
年
間

で
２
億
７
０
０
０
万
円
も
赤
字
補
填
の
た
め

補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
日
本
ケ
ー
ブ
ル
は

業
界
№
１
の
索
道
事
業
者
で
あ
る
。
実
績
も

あ
り
信
頼
も
し
て
い
る
の
で
そ
の
子
会
社
で

あ
る
S
R
S
に
施
設
を
貸
し
付
け
た
。
契

約
内
容
が
S
R
S
に
対
し
て
厳
し
い
内
容

な
の
で
見
直
し
を
す
る
。
 

   
　
　
ト
リ
プ
ル
リ
フ
ト
の
架
け
替
え
に
4

億
5
0
0
0
万
円
か
か
る
。多
く
の
町
民

が
異
論
を
唱
え
て
い
る
。老
朽
化
や
部
品

の
調
達
が
高
額
と
い
う
こ
と
だ
が
町
は
ど

の
よ
に
精
査
し
架
け
替
え
を
提
案
し
て
る

の
か
。
 

 　
　
整
備
基
準
に
の
っ
と
り
整
備
補
修
を

す
る
と
10
年
間
で
1
億
８
０
０
０
万
円
程
か

か
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。メ
ー
カ
ー
で
は

電
気
制
御
装
置
も
生
産
を
中
止
し
て
い
る
。

早
期
に
安
心
安
全
を
提
供
す
る
た
め
に
、リ

フ
ト
架
け
替
え
を
選
択
し
た
が
、再
度
、修

繕
の
見
積
も
り
を
取
り
、議
会
と
相
談
す
る
。
 

 

　
　
布
場
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
今
後
の
考

え
方
は
い
か
に
。
昨
年
度
の
布
場
の
営
業

収
支
は
▲
１
５
０
０
万
円
で
あ
り
、借
地
料

が
１
０
５
０
万
円
で
あ
る
。私
が
勤
め
て
い

た
ス
キ
ー
場
は
坪
１
０
０
円
で
あ
り
、布
場

は
高
い
所
は
坪
１
１
２
７
円
と
高
額
で
あ
る
。

町
民
は
厳
し
い
目
で
み
て
い
る
。
布
場
の

存
続
は
布
場
の
方
々
の
熱
意
と
活
性
化

策
か
と
思
う
。
ど
う
し
た
ら
存
続
が
可

能
か
、営
業
形
態
も
含
め
て
議
論
し
、そ

の
結
果
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

 　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
は
営
業
を
継

続
す
る
。
布
場
は
2
年
間
は
営
業
し
、そ
の

間
の
収
支
等
を
検
討
し
、そ
の
後
の
運
営
に

つ
い
て
判
断
し
た
い
。
浅
貝
ス
キ
ー
場
で
は
今

年
ク
ロ
ー
ズ
す
る
方
針
に
対
し
て
地
元
で
は

借
地
料
を
無
料
に
し
て
で
も
存
続
し
て
欲

し
い
と
協
議
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。そ

の
辺
も
参
考
に
し
、正
月
開
け
に
地
権
者
に

お
願
い
に
伺
う
。
 

   
　
　
業
績
が
不
振
だ
か
ら
、町
が
補
填
す

る
と
い
う
こ
と
と
S
R
S
の
親
会
社
が
索

道
の
会
社
で
あ
り
、整
備
補
修
の
業
者
で

あ
る
事
に
町
民
は
不
透
明
感
を
持
っ
て
い
る
。

監
査
を
含
め
営
業
に
対
し
て
町
は
ど
の
よ

う
に
関
与
す
る
の
か
。
　
 

 　
　
S
R
S
を
信
頼
し
安
心
も
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
と
違
い
町
の
監
査
権
限
は
な

い
が
、借
地
料
や
施
設
利
用
料
を
免
除
す
る

予
定
な
の
で
収
支
内
容
や
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

双
方
で
協
議
を
す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
る
。
 

   
 　

　
飯
士
山
の
標
高
が
１
１
１
１
m
で
、

今
年
は
１１
月
１１
日
に
バ
ス
が
１１
台
と
に

ぎ
わ
っ
た
が
、岩
原
観
光
協
会
へ
の
問
い

合
わ
せ
で
最
初
に
聞
か
れ
る
の
は〝
ト
イ

レ
は
あ
り
ま
す
か
〞。
必
須
条
件
で
あ
る
、

登
山
道
の
入
り
口
に
ト
イ
レ
が
な
い
の
で
、

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
観
光
立
町
と

し
て
ト
イ
レ
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
。

９
月
議
会
で〝
ま
す
ど
ま
り
〞の
仮
設
ト
イ

レ
の
改
修
に
つ
い
て
、〝
お
客
様
に
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
よ
う
検
討
す
る
〞と
答
弁
し

た
が
来
年
度
の
予
定
は
ど
う
か
。
 

 　
　
観
光
地
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
重
要
性

は
十
分
理
解
し
て
い
る
。
予
算
上
の
問
題
と

清
掃
等
、管
理
上
の
課
題
を
検
討
し
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

【湯沢高原数値】 

湯沢の観光客 

ロープウェイ利用数 

リフト乗降数 

売り上げ（円） 

人件費 

赤字補填の補助金 

累積赤字 

布場・ファミリー借地料 

町支払（施設利用料） 

町への借地料 

2,220万人 

184万人 

385万回 

22億600万 

10億1,500万 

2億6,700万 

 

8,900万 

1,714万人 

167万人 

289万回 

23億9,600万 

6億7,000万 

 

▲8,000万 

8,900万 

1億2,600万 

1,400万 

町営4年間 

H15.4～18.3

SRS4年間 

H19.6～22.5

▲500万人 

▲17万人 

▲96万回 

＋9,000万 

▲3億4,000万 

 

H23.5月末 

増 減 
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問 問 
「
雪
國
」
と
「
北
越
雪
譜
」
 

の
朗
読
・
暗
唱
に
取
り
組
も
う
 

答 答 
教
育
長
 

教
育
課
程
に
位
置
づ
け
て
 

取
り
組
む
用
意
が
あ
る
。 

問 問 湯
沢
高
原
と
ス
キ
ー
場
 

《
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
姿
勢
》
 

 

問 問 
《
契
約
に
向
け
て
の
進
み
方
》
 

問 

問 

問 

問 問 問 

問 答 

答 答 答 

答 問 問 答 

答 答 

岸野雅人  
きし  の　まさ   と  

答
（
教
育
長
）
 

                  　
 

 　
　
町
有
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
 

 　
　
　
　
ど
こ
か
ら
何
が
出
来
る

か
、前
向
き
に
検
討
す
る
。
 

 

 　
　
３
月
１７
日
、ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
㈱（
以
下
Ｓ
Ｒ
Ｓ
）と
日

本
ケ
ー
ブ
ル
㈱（
以
下
㈱
省
略
）に

述
べ
た
「
町
の
基
本
的
な
考
え
方
」

①
は
、い
つ
誰
が
決
め
た
方
針
か
。
 

 　
　
昨
今
の
情
勢
と
平
成
２
年
・
12

年
以
来
の
協
定
に
よ
る
。
 

　
　
9
月
２０
日
ま
で
に
、町
自
ら

の
意
見
集
約
を
せ
ず
、Ｓ
Ｒ
Ｓ
の
提

案
に
○
×
△
を
付
け
て
町
の
考
え

と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
 

 　
　
Ｓ
Ｒ
Ｓ
提
案
を
町（
執
行
部
）で

議
論
し
議
会
に
提
出
、今
意
見
を
頂

い
て
い
る
。
 

 　
　
現
在
の
混
乱
は
、②
の
よ
う

な
経
緯
か
ら
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
 

 　
　
混
乱
な
ど
し
て
な
い
。
 

 　
　
「
町
の
基
本
的
な
考
え
方
」

①
を
Ｓ
Ｒ
Ｓ
と
日
本
ケ
ー
ブ
ル
に

表
明
し
て
い
る
の
に
、『
止
め
る
↓

借
り
な
い
↓
○（
町
の
考
え
）』
の

土
地
に
つ
い
て
、地
権
者
と
話
し
合

い
を
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
 

 　
　
借
り
る
と
い
う
メ
ド
が
立
た
な

け
れ
ば
、地
権
者
に
お
願
い
に
行
け
る

わ
け
が
な
い
。
 

 

     　
　
経
営
に
は
直
接
口
を
挟
ま
ず
、

大
方
針
や
工
事
等
の
妥
当
性
、改

善
の
提
案
等
が
で
き
る
委
員
会
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。
 

 　
　
そ
れ
を
含
め
何
ら
か
の
対
応
を

取
る
べ
く
協
議
し
、皆
さ
ん
に
は
か
る
。
 

 　
　
布
場
リ
フ
ト
の
移
設
は
計
画

を
一
年
先
送
り
し
、地
権
者
な
ど
と

協
議
を
始
め
て
は
い
か
が
か
。
 

 　
　
布
場
は
現
状
の
ま
ま
あ
と
２
シ
ー

ズ
ン
や
る（
一
年
先
送
り
）。
提
案
が
あ

れ
ば
協
議
も
す
る
。
 

 　
　
早
め
に
、丁
寧
に
、契
約
書
作

成
に
着
手
す
べ
き
と
思
う
が
。
 

 

　
　
年
明
け
早
々
着
手
す
る
。
地
権

者
と
も
話
し
を
始
め
る
。
 

 　
　
契
約
は
５
年
が
望
ま
し
い
。

暫
定
契
約
は
町
内
ご
た
ご
た
の
証

明
と
も
な
る
。
臨
む
決
意
の
程
は
。
 

 　
　
ゴ
タ
ゴ
タ
な
ど
な
い
。
皆
さ
ん
方

も
ゴ
タ
ゴ
タ
し
な
い
よ
う
に
…
。
明
る

く
元
気
に
取
り
組
む
。
 

夏の観光資源としては必

要であるが、冬をどうすべ

きか ⇒ランドー（ガーラ湯

沢と湯沢高原を結ぶロープ

ウェー）との関係もあり、即

休止も難しい状況がある。 

初回の契約時から内包
されていた課題 
１.元請けともなる会社が
経営を預かる 
２.日本ケーブルに押し付
けるかのように契約を結
んだ《負い目》 がある 

▼ 
地元や町内の意見集約・
合意形成をせず、赤字な
がら努力しているＳＲＳに
「町の基本的な考え方」
①を伝え、提案を求めた。 

▼ 
利潤追求を専らとする株
式会社が、詳しい得意
分野を含んだ提案をす
る→日本ケーブルに都合
の良い提案に見えてしま
う。 

▼ 
ところが執行部は、この
提案に○×△を付けて「こ
れが町の意見です」 と
した。 

▼ 
■一般町民から見ると、
「ねだった分だけあめ
玉が貰えるとはどうい
う訳だ」「今どき、何て
ことだ」 
■地権者・関係者から
見ると、「賃料も払わ
ぬ会社の要望で、布
場スキー場を廃止す
るなどもってのほか」 
■そうなるとＳＲＳ・日本ケー
ブルは、「赤字ながら
努力してるのに、求め
られて提案をして、な
ぜ悪役に？」 

3月17日表明の 
「基本的な考え方」 

1

2
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一
般
質
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佐藤守正  
さ　とう もり まさ 

問 問 
「
在
宅
寝
た
き
り
者
等
 

介
護
手
当
」
と
 

「
障
害
者
手
当
」
の
 

併
給
は
し
な
い
と
す
る
 

町
の
方
針
は
 

改
め
る
べ
き
で
あ
る
 

問 問 

問 

問 

問 問 
小
中
一
貫
校
教
育
に
対
す
る
い
く
つ
か
の
懸
念
と
 

そ
れ
へ
の
対
応
を
問
う
 

問 答 問 答 

      　
　
大
き
く
成
長
す
る
機
会
で
あ

る
小
学
校
6
年
生
を
、小
中
一
貫
の

中
に
埋
没
さ
せ
て
し
ま
う
懸
念
。
 

　
6
年
生
は
小
学
校
の
最
上
級

生
と
し
て
活
躍
す
る
場
が
た
く
さ

ん
用
意
さ
れ
、そ
れ
を
通
し
て
大

き
く
成
長
す
る
の
だ
が
、一
貫
校
で

は
そ
の
機
会
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。
 

 　
　
　
　
　
小
中
一
貫
教
育
は
こ
れ

ま
で
の
枠
組
み
に
こ
だ
わ
ら
な
い
教
育

を
具
体
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
六
年
生
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
力

を
発
揮
す
る
場
は
こ
れ
ま
で
通
り
、児

童
会
や
卒
業
式
、入
学
式
、修
学
旅
行
、

親
善
大
会
等
で
実
現
で
き
る
。
 

　
 　

　
中
学
校
入
学
と
い
う
環
境
の

変
化
は
、子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
大

き
な
節
目
と
し
て
、そ
こ
で
ジ
ャ
ン

プ
を
す
る
事
を
促
す
機
会
に
な
る

の
だ
が
、そ
れ
が
無
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
懸
念
。
 

　
6
年
生
の
中
学
入
学
と
言
っ
て

も
、す
ぐ
隣
の
教
室
に
移
動
す
る

だ
け
の
変
化
し
か
な
い
。そ
の
卒
業
・

入
学
に
ど
れ
だ
け
の
意
味
を
持
た

せ
ら
れ
る
の
か
。
 

 　
　
　
　
　
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

湯
沢
町
は
児
童
生
徒
数
が
少
な
い
の

で
一
見
大
き
な
問
題
で
は
な
い
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
が
、学
校
で
は
児
童
生

徒
の
生
活
も
学
習
も
大
き
な
課
題
を

い
っ
ぱ
い
抱
え
て
い
る
の
で
、小
中
が
一

貫
し
た
指
導
体
制
を
組
み
、子
ど
も

の
成
長
に
即
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

卒
業
式
・
入
学
式
は
こ
れ
ま
で
通
り

実
施
し
、学
校
が
変
わ
る
と
い
う
節

目
は
明
確
に
位
置
づ
け
て
い
く
。
 

 　
　
中
期
3
年
間
」
体
制
の
中
で
、

小
学
校
5
・
6
年
生
を
早
く
か
ら

中
学
校
文
化
の
中
に
引
き
込
ん
で

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
。
 

　
小
学
校
の
5
、6
年
生
は
校
舎

の
3
階
で
中
学
生
と
一
緒
に
過
ご
す
。

授
業
時
間
も
中
学
生
と
同
じ
５０

分
授
業
で
、5
教
科
で
教
科
担
任

制
も
導
入
さ
れ
て
、子
ど
も
達
は

小
学
校
の
持
つ
雰
囲
気
・
文
化
と

は
異
な
る
中
学
校
文
化
の
中
に
身

を
置
く
事
に
な
る
。こ
の
早
す
ぎ

る
中
学
校
化
は
、5
、6
年
生
に
と
っ

て
有
益
な
事
な
の
だ
ろ
う
か
。
 

 　
　
　
　
　
中
学
校
文
化
の
先
取
り

と
言
う
よ
り
、中
学
校
の
教
科
担
任

制
や
中
学
校
教
員
に
慣
れ
る
と
と
も

に
、よ
り
専
門
的
な
指
導
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
授
業
を
実
現

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
 

答
（
教
育
長
）
 

答
（
教
育
長
）
 

答
（
教
育
長
）
 

          　
　
「
特
別
障
害
者
手
当
」
を
受

け
て
い
る
た
め
に
「
在
宅
介
護
者

手
当
」
が
受
給
で
き
な
く
な
っ
た

方
は
何
人
い
る
の
か
。
 

 　
　
18
人
前
後
で
あ
る
。
 

 　
　
特
別
障
害
者
手
当
と
介
護

者
手
当
は
そ
の
趣
旨
が
異
な
っ
て

い
て
、併
給
す
る
の
が
当
然
だ
と
思

う
。
 

 　
　
そ
う
す
る
方
向
で
検
討
す
る
よ

う
指
示
を
し
て
い
る
。
 

小・中一貫校の教室配置の一部 
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問 答 

問 問 
官
民
一
体
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
で
 

町
民
の
財
産
保
護
を
 

問 問 
行
政
も
議
会
も
町
民
と
も
っ
と
対
話
を
 

問 答 

問 

問 

問 

問 答 答 

答 

答 

       　
　
わ
が
町
の
地
価
は
１０
年
以
上

に
わ
た
り
下
が
り
続
け
、当
然
税

収
も
落
ち
続
け
て
い
ま
す
。
 

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
基
に

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
わ
が

町
の
柱
産
業
で
あ
る
観
光
業
の
振

興
を
含
め
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
し
て
、是
非
町
民
の
財
産
を
守
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
町

長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
 

  　
　
官
民
が
協
力
し
て
豊
か
な
自

然
を
生
か
し
た
観
光
振
興
や
企
業
誘

致
を
図
り
安
定
し
た
経
済
基
盤
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。
 

   

　
　
今
行
わ
れ
て
い
る
予
算
の
編

成
に
町
民
の
考
え
は
ど
の
よ
う
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
 

 　
　
各
種
団
体
か
ら
の
陳
情
書
と

審
議
会
に
出
席
し
直
接
聞
い
て
い
る
。
 

 　
　
ほ
と
ん
ど
の
町
民
は
意
見
の

提
出
先
さ
え
わ
か
ら
な
い
。
町
民

の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
周
知
を
図
る
事
が
必
要

と
思
う
が
。
 

 　
　
町
内
会
、社
会
福
祉
協
議
会
、

商
工
会
、観
光
協
会
、建
築
組
合
等

か
ら
の
要
望
を
精
査
し
な
が
ら
予
算

編
成
を
行
っ
て
い
る
。
 

  

　橋綾夫  
たか はし あや  お 

 　
　
協
働
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
に
は
、町
民
の
参
加
意
欲

向
上
が
不
可
欠
で
、そ
の
為
に
は

行
政
と
私
達
議
会
が
主
権
者
で
あ

る
町
民
と
そ
れ
ぞ
れ
違
う
立
場
か

ら
も
っ
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル（
対
話
）

を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
が
、行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
町
長

の
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
 

 　
　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し

て
出
来
る
だ
け
情
報
の
発
信
に
努
め
、

重
要
な
案
件
に
つ
い
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
の
公
募
、ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
、町
民
説
明
会
、審
議
会
委

員
の
公
募
に
よ
り
多
く
の
町
民
の
方

と
意
見
の
交
換
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

行
っ
て
い
き
た
い
。
 

 　
　
協
働
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
は

情
報
の
開
示
が
一
番
重
要
と
想
う
。
 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
再
契
約
に
つ
い
て

も
町
民
は
行
政
か
ら
の
情
報
提
供

を
求
め
て
い
る
が
。
 

 　
　
相
手
の
あ
る
事
、決
ま
り
の
あ

る
事
は
軽
は
ず
み
に
表
に
出
す
こ
と

は
出
来
な
い
。
 

 　
　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
再
契
約
に

関
す
る
経
緯
と
町
の
考
え
を
い
つ

町
民
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
か
。
 

 　
　
年
が
明
け
て
か
ら
布

場
の
地
権
者
と
話
し
合
い
、

そ
の
後
、議
会
、業
者
と
話

し
合
い
、締
結
し
て
か
ら
広

報
等
で
町
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
。
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道の駅しもごう 

大内宿 

福島県下郷町、山形県蔵王温泉 
視察報告書 産業建設常任委員　関　忠夫 

    下
郷
町
研
修
 

観
光
振
興
等
に
よ
る
町
お
こ
し

の
取
り
込
み
に
つ
い
て
 

1
、
大
内
宿
は
江
戸
時
代
の
宿

駅
制
度
の
中
で
作
ら
れ
た
下

野
街
道
（
会
津
西
街
道
）
の

主
要
宿
で
す
。
会
津
若
松
城

下
か
ら
第
３
の
宿
駅
で
荷
役

や
人
馬
の
継
ぎ
立
て
と
宿
場

を
経
営
す
る
か
た
わ
ら
高
地

で
の
農
業
生
産
を
す
る
半
宿

半
農
の
集
落
で
し
た
。
大
内

宿
を
初
め
て
紹
介
し
た
の
は

武
蔵
野
美
術
大
学
の
相
沢
韶

男
教
授
で
し
た
。「
大
内
宿
は

強
烈
だ
っ
た
。
草
屋
根
が
ず

ら
り
と
並
び
私
は
そ
の
姿
に

圧
倒
さ
れ
た
。
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。
大
内
宿
は
保
存
地
区

と
し
て
選
定
を
受
け
る
ま
で

１４
年
を
要
し
て
い
ま
す
。
住

民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
す
。 

　
　
当
時
の
日
本
経
済
は
高
度

成
長
期
の
真
っ
只
中
に
あ
り

大
内
に
は
揚
水
式
発
電
所
の

上
池
と
し
て
大
内
ダ
ム
建
設

が
さ
れ
る
事
に
な
り
、
地
区

民
は
、
土
地
の
補
償
や
就
労

の
場
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

日
頃
静
か
な
山
あ
い
の
集
落

に
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
押
し
寄

せ
「
金
持
ち
は
ト
タ
ン
屋
根
、

貧
乏
人
は
萱
屋
根
に
住
ん
で

い
る
。」
と
い
っ
た
報
道
が
流
さ

れ
た
の
で
す
。 

　
　
当
時
住
民
は
反
発
し
保
存

に
む
け
て
の
話
し
合
い
も
中

断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

す
。 

　
　
そ
れ
か
ら
30
年
、
大
内
宿

は
参
勤
交
代
や
馬
子
た
ち
で

賑
わ
っ
た
よ
う
な
江
戸
時
代

の
活
気
を
再
び
取
り
戻
し
、

伝
統
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
大
内
宿
の

保
存
に
力
を
合
わ

せ
努
め
て
い
ま
す
。

国
よ
り
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保

存
地
区
と
し
て
の

選
定
を
受
け
て
、国
、

県
指
導
の
も
と
修

理
修
景
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

　
　
観
光
客
の
入
込

状
況
は
昭
和
60
年
、

２
万
３
５
６
５
人
の

来
場
者
で
し
た
が
、

年
々
ふ
え
て
ゆ
き

平
成
１９
年
に
は
１
０
２
万
９

１
５
０
人
ま
で
増
え
た
。
今
後

も
下
郷
町
の
観
光
地
と
し
て

多
く
の
お
客
さ
ま
が
来
場
す

る
と
思
い
ま
す
。
大
内
宿
で

働
い
て
い
る
人
は
、
約
５
０
０

人
く
ら
い
い
る
そ
う
で
す
。 

2
、「
道
の
駅
し
も
ご
う
」
は
下

郷
町
の
国
道
２
８
９
号
上
に

あ
る
。
愛
称
は
「
し
も
ご
う
エ

マ
ッ
ト
」２
０
０
９
年
（
平
成
２１
年

）
３
月
１２
日
に
道
の
駅
に
登

録
さ
れ
た
。 

　
　
申
子
道
路
（
国
道
２
８
９

号
）
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
あ

り
、
福
島
県
南
地
域
か
ら
南

会
津
地
域
へ
の
新
た
な
玄
関

口
に
あ
た
る
。
福
島
県
内
の

道
の
駅
で
は
最
も
標
高
（
８

５
８
ｍ
）
が
高
い
立
地
で
あ
り

南
会
津
や
那
須
な
ど
の
雄
大

な
山
並
み
（
七
が
岳
、
三
倉

岳
、
三
本
槍
岳
な
ど
）
が
眺

望
で
き
周
囲
の
豊
か
な
自
然

と
四
季
折
々
の
風
景
が
満
喫

で
き
る
。 

　
主
な
施
設
は
駐
車
場
普
通
車

31
台
、
大
型
車
８
台
、
身
障

者
用
２
台
・
ト
イ
レ（
24
時
間

可
能
）
男
子
７
器
、
女
子
５

器
、
身
障
者
用
１
器
 

　
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
、
農
産

品
、
特
産
品
販
売
施
設
・
食

堂
48
席
、（
座
敷
16
席
、フ
ロ

ア
ー
32
席
） 

　
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
、ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
（
４
人
×
４
台
） 

　
　
運
営
は
指
定
管
理
者
を

決
め
て
営
業
。
社
員
は
14
名

（
正
社
員
４
名
、パ
ー
ト
10
名
）

で
年
間
雇
用
（
パ
ー
ト
は
暇
な

時
期
休
み
を
と
る
）
営
業
時

間
７
時
か
ら
19
時
ま
で
。 

　
　
現
在
は
駐
車
面
積
が
足
り

な
い
た
め
増
設
を
し
て
い
る
。

（
普
通
車
50
台
分
）
ま
た
農

産
物
、
直
売
所
の
拡
大
を
進

め
る
道
の
駅
し
も
ご
う
エ
マ
ッ

ト
で
は
冬
期
間
、
販
売
す
る

農
産
物
が
な
く
な
る
中
、
新

た
な
地
場
産
加
工
品
と
し
て

約
１
年
間
キ
ャ
ラ
メ
ル（
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
の
生
乳
を
使
用
）
づ

く
り
に
挑
戦
し
商
品
化
し
た

も
の
全
て
手
作
業
で
行
わ
れ

る
キ
ャ
ラ
メ
ル
づ
く
り
は
、
地

域
の
雇
用
の
場
と
し
て
も
機

能
し
て
い
る
。
他
に
は
食
用
ほ

お
ず
き
の
本
格
的
な
栽
培
を

開
始
し
生
食
を
中
心
に
販
売

す
る
ほ
か
、
ジ
ャ
ム
等
、
加
工

品
の
開
発
も
進
め
て
お
り
地

域
特
産
物
に
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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あ
の
提
言
は
ど
う
な
っ
て
る
の
？
 

中国誘客プロモーションに参加して 
産業建設常任委員長　南雲　正 

    　
こ
の
た
び
、
観
光
説
明
会
等

で
訪
れ
た
南
京
市
、
上
海
市
、

杭
州
市
の
街
並
み
に
は
20
階
を

超
え
る
高
層
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン

が
林
立
し
、
建
設
工
事
中
の
建

物
が
軒
を
連
ね
急
激
な
経
済
成

長
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
13
億
４
０
０
０
万
人
と

い
わ
れ
る
膨
大
な
人
口
が
い
て
、

広
大
な
土
地
が
あ
る
。
富
豪
層

も
生
ま
れ
、
資
材
も
豊
富
だ
が

技
術
の
源
を
日
本
に
求
め
て
い

る
現
状
か
ら
、
日
本
の
産
業
に

と
っ
て
は
大
市
場
で
あ
る
こ
と
に

は
疑
い
の
余
地
は
な
い
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
大
都
市
の

道
路
に
は
高
級
車
と
古
い
自
転

車
や
リ
ヤ
カ
ー
が
並
走
し
、
交

通
モ
ラ
ル
す
ら
感
じ
ら
れ
な
い
現

状
を
見
た
時
、
富
豪
層
（
２
億

３
０
０
０
万
円
以
上
）
32
万
人
、

富
裕
層
（
３
２
５
万
円
以
上
）１

８
２
０
万
人
、ニ
ュ
ー
リ
ッ
チ
層
（

５２
万
円
以
上
）４
億
３
０
０
０
万

人
、
低
所
得
者
層
（
５２
万
円
以

下
）８
億
５
０
０
０
万
人
の
格
差

社
会
の
現
状
が
見
え
る
。 

　
富
豪
、
富
裕
層
約
２
１
０
０

万
人
は
別
と
し
て
、
一
般
国
民

は
観
光
と
は
程
遠
い
存
在
で
あ

り
、
成
熟
し
き
れ
て
い
な
い
経
済

社
会
が
見
え
て
く
る
。 

　
富
豪
層
の
求
め
る
観
光
ニ
ー

ズ
は
厳
し
く
受
け
入
れ
の
対
応

が
難
し
い
。
い
ま
日
本
を
訪
れ

る
買
い
物
を
中
心
と
す
る
、
中

国
人
観
光
客
は
富
裕
層
が
主
体

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

　
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
が
吉
林
市
に

ス
キ
ー
場
を
中
心
と
す
る
リ
ゾ
ー

ト
開
発
を
中
国
の
不
動
産
大
手

の
万
科
企
業
グ
ル
ー
プ
と
進
め
、

２
０
１
３
年
12
月
オ
ー
プ
ン
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
る
が
、
こ
れ
は

富
豪
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
だ
ま
だ

湯
沢
の
売
り
で
あ
る

ス
キ
ー
観
光
に
対
す

る
中
国
人
の
意
識
は

希
薄
で
あ
り
、
今
後

も
継
続
し
て
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
続
け
な
け

れ
ば
成
果
は
表
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。 

　
上
海
で
会
っ
た
、

あ
る
日
本
企
業
の
幹

部
は
中
国
人
に
は
当

初
何
回
も
騙
さ
れ
、

裏
切
ら
れ
た
が
、
継

続
し
て
付
き
合
い
信

頼
を
得
ら
れ
れ
ば
絶

対
的
な
仲
間
に
な
れ
る
と
い
う

情
報
を
も
ら
っ
た
。 

　
交
流
会
の
御
礼
挨
拶
で
私
自

身
は
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
川

端
康
成
先
生
の
小
説
「
雪
国
」

の
舞
台
で
あ
る
、
美
し
い
雪
国

の
世
界
を
皆
様
に
お
見
せ
で
き

る
よ
う
に
、
町
の
宝
と
し
て
、
私

た
ち
の
誇
り
と
し
て
守
り
続
け

て
い
ま
す
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。 

　
現
在
湯
沢
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
は
54
％
が
台
湾
、
香
港

で
あ
り
、
こ
れ
は
20
年
近
く
に

わ
た
り
台
湾
、
香
港
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
継

続
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。 

　
中
国
だ
け
を
対
象
に
し
た
誘

客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
る
と
、

長
年
の
努
力
に
よ
っ
て
獲
得
し

た
台
湾
、
香
港
の
人
達
を
逃
が

し
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。 

　
今
後
は
中
国
人
誘
客
活
動
に

並
行
し
て
、
在
日
外
国
人
を
は

じ
め
と
し
て
韓
国
、
台
湾
、
香

港
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
、
欧

米
か
ら
も
個
人
観
光
客
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
取
り
組
む
必
要
性
を
提
言

し
、
中
国
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
参
加
報
告
と
し
た
い
。 



21 第104号　湯沢町議会だより 

議
会
に
一
言
　／　
追
跡
レ
ポ
ー
ト
 

問 

三
国
地
域
か
ら
高
校
に
通

う
高
校
生
は
登
下
校
時
の
バ

ス
が
電
車
と
う
ま
く
接
続
で

き
ず
、通
学
先
が
限
定
さ
れ
、

保
護
者
の
送
迎
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
交
通
費
に
も
多

額
の
費
用
を
要
し
、早
急
の

対
策
を
願
い
た
い
。
 

  答 

バ
ス
の
運
行
時
間
に
つ
い

て
は
高
校
の
通
学
に
足
り
る

よ
う
早
急
に
申
し
入
れ
を
行

う
。
交
通
費
の
出
費
に
つ
い
て

も
高
校
生
に
限
定
せ
ず
こ
れ

か
ら
充
分
検
討
し
た
い
。
 

H23 年 9 月定例会 

　
南
越
後
観
光
バ
ス
㈱
と
も
協

議
を
行
い
ま
し
た
が
、湯
沢
駅
発

7
時
台
に
合
わ
せ
た
バ
ス
の
増

便
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
か
ら
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
た
び
の
学
校
統
合
等
に
合

わ
せ
「
路
線
バ
ス
と
通
学
・
通
園

バ
ス
」
の
再
編
を
行
う
た
め
、こ

の
中
で
対
応
し
て
参
り
た
い
。
 

　
な
お
、六
日
町
へ
の
通
学
に
つ

い
て
は
、J
R
で
の
到
着
時
刻
が

学
校
の
始
業
ぎ
り
ぎ
り
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
早
め
る
よ
う
要
望

す
る
。
ま
た
、送
迎
の
交
通
費
助

成
に
つ
い
て
は
、一
定
の
子
供
た
ち

だ
け
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

実 施 結 果 

追跡 レポート ［第2回］回］ 

追跡 レポート ［第2回］ 

あ
の
あ
の
提
言
は
ど
は
ど
う
な
っ
て
る
の
？
 

あ
の
提
言
は
ど
う
な
っ
て
る
の
？
 

こ
れ
ま
で
の
質
疑
の
中
か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
、そ
の
後
の
経
過
を
 

追
跡
し
て
み
ま
し
た
。
 

三
国
三
俣
地
域
の
高
校
生
の
通
学
環
境
の
整
備
を
 

南
雲
　
正
議
員
の
提
言
 

 　
新
人
議
員
へ
の
期
待
と
不
安
 

　
昨
年
新
し
い
議
員
が
5
名
誕
生

し
た
。
今
回
の
新
人
議
員
は
地
域
推

薦
と
か
親
戚
が
い
っ
ぱ
い
だ
と
か
。
と

い
う
今
ま
で
と
は
少
し
毛
色
の
違
う

新
人
だ
。
 

　
何
か
や
っ
て
く
れ
そ
う
だ
！
そ
の

議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
職
種
か
ら

の
誕
生
で
あ
る
。
商
店
主
、ホ
テ
ル
の

支
配
人
、商
業
に
精
通
し
た
者
、県

内
ス
ポ
ー
ツ
界
に
精
通
し
た
方
等
湯

沢
町
の
こ
れ
か
ら
の
行
方
を
熟
知
し

た
議
員
が
誕
生
し
た
と
思
う
。
地
域

の
住
民
の
期
待
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
 

　
何
か
と
今
ま
で
の
議
会
構
成
が
首

長
の
仲
良
し
ク
ラ
ブ
の
様
相
を
呈
し

て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
 

　
常
に
議
会
が
行
政
の
決
定
機
関

で
あ
り
時
に
は
首
長
の
や
る
こ
と
を

細
か
く
監
視
す
る
。
今
、前
途
多
難

な
今
の
湯
沢
町
の
舵
取
り
を
間
違
わ

な
い
よ
う
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
湯
沢

の
住
民
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
受
身

が
主
流
で
あ
る
が
、攻
撃
は
最
大
の

防
御
と
な
る
と
い
う
事
も
念
頭
に
於

い
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
あ
る
企
業
は
、

若
手
を
ど
ん
ど
ん
登
用
し
活
性
化
を

図
っ
て
い
る
。つ
ま
り
ベ
テ
ラ
ン
議
員
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
冒
険
で
き
な
い
し

新
鮮
な
提
案
も
で
き
な
い
。
す
ぐ
過

去
の
事
例
に
こ
だ
わ
っ
て
し
ま
い
殻
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
。
今
回
の
5
人
衆

が
ど
ん
な
活
躍
を
す
る
の
か
町
民
は

期
待
と
不
安
の
思
い
で
見
て
い
る
と

思
う
。
頑
張
れ
新
人
議
員
。
 

　（
男
性
　
N
・
T
　
５０
代
） 



22第104号　湯沢町議会だより 

魚沼神社の初詣 

草野峰子 さん 

福島県南相馬市（上中在住） 

編
集
 

　
湯
沢
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

　
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
昨
年
度
よ
り
、町
議

会
を
町
民
の
み
な
さ
ん

に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
議

員
全
員
で
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
3
月
定
例
会
か
ら
、議
会
の
一
般

質
問
も
音
声
だ
け
で
す
が
F
M
雪
国

及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
議
会
だ
よ
り
に
つ
き
ま
し
て
も
、で
き

る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
よ

う
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、ま
だ
ま

だ
手
探
り
の
状
態
で
す
。
 

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、ス
キ
ー
産

業
を
と
り
ま
く
環
境
が
厳
し
い
状
況
下

で
の
、湯
沢
高
原
の
契
約
更
新
に
つ
い
て
、

出
来
る
だ
け
多
く
を
掲
載
す
る
こ
と
を

主
と
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
親
し
み
や
す
い『
議
会
だ
よ

り
』
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご

要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
な
ん
な
り
と

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

広
報
委
員
長
　
角
谷
　
勉
 

あなたの声を町政に!!

みちのくコミュニティーセンター 

編
集
 

後
記
 

原発事故により、福島県から避

難してこられた草野さんにお

話を伺いました。 

子供たちの健康を心配し、離

れて暮らしている現状に心が

痛みます。 

一日でも早く、安心して家族が

一緒にくらせる日が来ること

を願っています。 

避
難
生
活
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

皆
様
の
現
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
 

　
現
在
の
避
難
者
数
は
22
家
族
64
人
で

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
子
供
へ
の
放
射
能
の

影
響
を
心
配
さ
れ
て
祖
父
母
、
夫
と
離

れ
避
難
さ
れ
て
い
る
母
子
で
す
。 

　
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
地
域
は
土
樽

地
区
と
湯
沢
地
区
が
ほ
と
ん
ど
で
、
子

供
た
ち
は
学
校
で
の
触
れ
合
い
で
早
く

か
ら
和
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
母
親

は
そ
う
い
っ
た
機
会
が
少
な
く
こ
も
り

が
ち
で
孤
立
し
て
い
た
の
が
、
少
し
ず

つ
「
マ
マ
ト
モ
」
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
の

が
現
状
で
す
。 

 

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
ん
で
す
か
？
 

 　
毎
日
の
交
流
や
情
報
伝
達
と
、
月
に

２
回
位
水
曜
の
九
時
半
か
ら
公
民
館
和

室
で
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
日

は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
で
料
理
を

し
て
食
事
会
を
行
い
ま
し
た
。
避
難
者

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
出
来

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
湯
沢
町
の

人
達
と
も
っ
と
触
れ
合
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

 湯
沢
町
に
住
ん
で
み
て
ど
の
よ
う
な

印
象
を
う
け
た
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
 

　
避
難
当
初
か
ら
良
く
し
て
頂
い
て
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　
四
季
が
は
っ
き
り
し

て
い
て
と
っ
て
も
綺
麗

で
、
町
の
人
達
は
み
ん

な
暖
か
く
て
湯
沢
が
大

好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

広
報
委
員
会 

　
委
員
長
　
角
谷
　
勉 

　
副
委
員
長
　
白
井
孝
雄 

　
　
　
　
　
　
岸
野
雅
人
・
　
橋
綾
夫
・ 

　
　
　
　
　
　
関
　
忠
夫
・
宮
田
眞
理
子 

食事会の様子 

調理中の様子 


